
広報まいづる
2015年5月号
vol.951

◆主な内容

 ３
 ４～
 ８～
 12
 

音楽劇「君よ生きて」舞鶴公演
平成２７年度予算概要
シリーズ 市政の「今」第 18 回
青葉山ろく公園にアスレチックコースが完成

maizuru

ジュニアクイーンズカップレスリング選手権大会（文化公園体育館、４月４日撮影）



22015 - 5 maizuru

目次
広報まいづる
2015年5月号

23

24

20

26

32

連載コーナー

保健センターからのお知らせ
お知らせ コーナー

市政情報ＢＯＸ

５月のカレンダー

CAMERA EYE（カメラアイ）

４ 平成 27 年度予算概要

組織改編と異動人事

３ 音楽劇「君よ生きて」舞鶴公演

まいづる花図鑑
生活支援相談センターのご利用を

10

ジュニアクイーンズカップレスリング選手権大会
「丹後とり貝」「育成岩がき」の出荷が始まる
国際交流員が交代

ＴＯＰＩＣＳ
舞鶴 YMCA 国際福祉専門学校が開校
海の京都博　～天地山海の物語～
子育て交流施設の愛称を募集
西大浦地区の自主運行バスを更新

３月定例会の結果

８ シリーズ 市政の「今」
舞鶴版地方創生の先行的取り組み

 Pick up

15

赤れんがパークの催し
ユネスコ世界記憶遺産登録候補資料の特別企画展
ロストラル見送りボランティアを募集
田辺城まつり

12

水洗化総合計画の改定と
　　　　下水道ビジョン（案）に対する意見の結果
日本赤十字社からのお知らせ
春の交通安全運動
メール配信サービスに消防情報を追加

青葉山ろく公園にアスレチックコースが完成

13

14

16

18

25

22 我が家のタカラモノ　など

市地域防災計画を改正
配偶者等からの暴力の防止及び
　　　　被害者の保護・自立支援に関する計画を策定
高齢者保健福祉計画を策定

【戦後 70 年・海外引揚 70 周年事業】
　❖ 舞鶴引揚記念館特別展示（13㌻に関連記事）
　❖ 音楽劇「君よ生きて」舞鶴公演（３㌻に関連記事）
　❖ 海外引揚 70 周年平和祈念式典（10 月上旬予定）
　❖ 引揚記念館への活用を目的とする「ふるさと納税」制度のリニューアル

（関連事業）
　❖ 戦後 70 年企画展　「( 仮称 ) 平和と赤れんが」（８月予定）
　❖ 歴史遺産フォーラム
　　　　～ ( 仮題 ) 戦後 70 年「旧海軍のまち」を考える～  （８月予定）　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                       など

海外引揚 70 周年に向けて

　本年は、戦後70年を迎える年であり、引き揚げのまちである
本市にとりましては、海外引揚70周年を迎える年でもあります。
　第２次世界大戦の終結後13年間にわたり、最後まで大陸からの
引揚者を、市を挙げて真心を尽くし温かく迎え入れたまちの歴史
が、戦後70年近くたつ中で徐々に風化しつつあることを危惧し、
本市では、これまで引き揚げに関する史実を語り継ぎ、平和の尊
さを広く発信するため、引き揚げやシベリア抑留に関する貴重な
資料の「ユネスコ世界記憶遺産」への登録に向けた取り組みを推
し進めてきたところであり、間もなくその結果が出ようとしてお
ります。
　また、海外引揚40周年を機に、多くの引き揚げ関係者から引
き揚げの史実を後世にという強い願いと、多くの寄付、資料など
をいただく中で建設いたしました「引揚記念館」につきましては、
全国から寄せられた体験者などの熱い想いを未来へしっかりと引
き継ぐという約束を果たすため、次世代への発信力をさらに高め
るための施設改修に取り組んでいるところであります。
　私自身、舞鶴市長として、多くの出会いの機会をいただく中で、
「両親が、祖父母が、引揚者です」といったお話を伺うことが数多
くあり、そのたびに、本市がお迎えした約66万人の引揚者の命が、
今を生きる命へと繋がっていることを実感し、また、そうした命
のリレーとともに、引き揚げの史実を未来に向けて引き継がねば
ならないとの思いを強くしてきたところであります。
　市といたしましては、戦後70年、海外引揚70周年を迎えるに
あたり、引揚者が新しい人生と生活の第一歩を踏み出した私たち
のまちが、多くの引揚者を温かく迎え入れ、戦後の我が国の復興・
再生、今日の発展を支える役割を担った、いわば「日本復興のふ
るさと」であるということを市民が誇りとし、引き揚げの史実と
平和の尊さを世界へ発信していくための取り組みを、「戦後70年・
海外引揚70周年」事業として進めてまいりたいと考えております。
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～「日本復興のふるさと」舞鶴を全国へ、未来へ ～

２ 海外引揚 70 周年に向けて
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君よ生きて

　この音楽劇は、戦争を知らない世代に、演劇を通じて戦争によって起きたシベ
リア抑留と引き揚げの史実や命と平和の尊さ、そして舞鶴市民の真心のこもった
歓迎の歴史を発信するため、舞鶴市が、望月龍平シアターカンパニーの創作活動
に取材や資料提供などで全面的に協力した作品です。ぜひ、ご観覧ください。
　この作品は、昨年３月の東京公演 10 回のすべてが満員。今回の舞鶴公演の後、
全国各地で公演が予定されています。　　　　　　　　　　　　　《引揚記念館》

あらすじ
　夜の舞鶴港、小樽から到着した
フェリー。人生に不安を抱え、あて
のない旅をするトモキは亡くなった
はずの曾祖父・善吉と出逢い、時空
を超えた旅に誘われる。たどり着い
たのは、第２次世界大戦後。シベリ
アの収容所でトモキはなんと「善吉」
として生きることになり・・・

海外引揚 70 周年事業

音楽劇

チケットの販売
全席自由
　　前売（一般）3,000 円
　　　 　 （学生）1,000 円
   　　　　当日各 500 円増

【販売場所】
総合文化会館、市民会館、カワイ舞鶴ショップ、エー
ル東舞鶴店、CD ショップイガラシヤ、森のこびと、
イマニシ楽器、さとうバザールタウン舞鶴総合サー
ビスセンター、にしがき全店、
ローソンチケット（L コード：55519）　　など

❖前売りで完売の場合は、当日券の販売はありませ
ん❖未就学のお子様はご入場いただけません❖舞鶴
市海外引揚 70 周年事業として特別料金となってい
ます❖この公演は、宝くじの助成を受けて実施して
います

▶チケットについての問い合わせは、
　　　　　　　総合文化会館（☎ 64・0880）へ。

【日時】７月４日㈯・５日㈰
　　　　  開演（１）12 時 30 分（２）18 時　（開場は 30 分前）

【場所】総合文化会館 小ホール

写真は東京公演の様子（提供：望月龍平シアターカンパニー）

～「現在の私たち」へと続く感動の物語 ～

「君よ生きて」舞鶴公演を盛り上げる会

　戦後、物のない時代に、当時の舞鶴市民が
ふかし芋やお茶の振る舞いなどで引揚者を温
かく迎えた歴史を＂今を生きる”我々が後世
に伝えていかなければならないという思いが
あります。まちぐるみで舞鶴公演を成功させ
たいので、皆さんのご協力をお願いします。
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舞鶴公演

会長　齋藤友幸さん（舞鶴観光協会会長）

望月龍平シアターカンパニー
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「舞鶴版地方創生」の 実現に向けて力強くスタート

区　　　　分 27年度 26年度 増減

特　

別　

会　

計

国 民 健 康 保 険 事 業 103億8,389万円    91億2,250万円 12億6,139万円
簡 易 水 道 事 業 9億5,476万円 6億8,430万円 2億7,046万円
土 地 建 物 造 成 事 業 398万円 448万円 △50万円
貯 木 事 業           101万円 101万円 －
下 水 道 事 業    47億2,884万円 47億8,034万円 △5,150万円
駐 車 場 事 業          4,667万円 4,534万円 133万円
介 護 保 険 事 業 78億5,727万円 86億5,913万円 △8億186万円
後期高齢者医療事業 11億8,827万円 11億3,666万円 5,161万円

計 251億6,469万円 244億3,376万円 7億3,093万円

特別会計　289億7,728万円

27 年度 26 年度
給料、家賃収入

（市税、使用料、手数料、 諸収入などの自主財源） 145 億円 148 億円

親からの援助
（地方交付税、地方譲与税、国・府支出金） 157 億円 148 億円

貯金取り崩し
                                    （繰入金、繰越金） 19 億円 28 億円

ローン借り入れ
                                                      （市債） 39 億円 44 億円

合計　 360 億円 368 億円

27 年度 26 年度
食費    （人件費） 65 億円 61 億円
医療費、教育費　　　　　　　（扶助費） 82 億円 82 億円
ローンの返済　　　　　　　　（公債費） 34 億円 36 億円
光熱水費、通信費、日用品費　（物件費） 48 億円 48 億円
保険料、サークル活動費、町内会費

（補助費など） 25 億円 29 億円

家の増改築・修繕、家具の買い替え　　
　　  　 　（普通建設事業費など）

51 億円 58 億円

子どもへの仕送りなど
                     （出資金、貸付金、繰出金） 55 億円 54 億円

貯金                                             （積立金） － －
合計　 360 億円 368 億円

収入（歳入） 支出（歳出）

舞鶴市の予算を家計に例えたら…

区　　　　分 27年度 26年度 増減

企
業
会
計

水 道 事 業 28億1,476万円 27億4,108万円 7,368万円
病 院 事 業 9億9,783万円 11億1,174万円 △1億1,391万円

計 38億1,259万円 38億5,282万円 △4,023万円

区　　　分 27年度末見込み 26年度末見込み 増　減
一般会計 371億7,902万円 362億9,901万円 ８億8,001万円

建設地方債 213億4,817万円 213億4,938万円 △121万円
臨時財政対策債等 158億3,085万円 149億4,963万円 ８億8,122万円

特別・企業会計 383億2,722万円 379億3,303万円 ３億9,419万円
企業会計 65億9,168万円 65億2,352万円 6,816万円
特別会計 317億3,554万円 314億951万円 ３億2,603万円
合　　　計 755億624万円 742億3,204万円 12億7,420万円

◆市債

区　　　分 27年度末見込み 26年度末見込み 増　減
一 般 会 計 62億2,213万円 80億6,771万円 △18億4,558万円
特 別 会 計 33億2,042万円 35億4,754万円 △ ２億2,712万円

合　　　計 95億4,255万円 116億1,525万円 △20億7,270万円

◆基金
　基金とは、市の貯金のことです。急激な支出の増加による歳入不足に
備えたり、特定の事業を行う目的で積み立てを行い、市民サービスの向
上やまちづくりの推進のために活用しています。
　平成 27 年度の基金（貯金）残高は、一般会計で 62 億２千万円となっ
ており、平成 26 年度末と比較すると 18 億５千万円減少しています。

　市債とは、財政運営を円滑に行うために行う借入金のことです。
　平成 27 年度末における市債（借入金）残高は、一般会計で 371 億
８千万円となり、平成 26 年度末と比較すると８億８千万円増加する見
込みですが、これは、返済額の全額が地方交付税に加算される臨時財政
対策債が増加したことによるものです。

【臨時財政対策債】道路や施設などの建設事業に充当する通常の借入金と
は異なり、国から交付されるべき地方交付税の一部を補うために借り入
れるお金。返済額の 100％が後年度の地方交付税で措置されるため、返
済にかかる実質的な市の負担はありません。

▪公共施設の建設など一度に多額の費用を必要とするも
のは、分割して返済することで財政の負担を軽くします。
▪何十年も使用される施設などの建設費は、今の世代だ
けでなく、施設を利用する次の世代の方にも公平に負担
していただくことになります。
▪市債の中には返済額の一部が地方交付税として交付さ
れる、財源的に有利なものもあります。これらの市債は、
借り入れを行うことによって実質的な市の負担が軽減さ
れます。

　市の借入金である市債には、家庭でのローン（借金）とは
異なり、次のような目的や意味があります。

　将来に過度の負担とならないよう、身の丈に合った借り入
れを行っています。

市債（借入金）の豆知識
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「舞鶴版地方創生」の

◆歳出
【民生費】
　高齢者・子ども・障害者の福祉や生活保護などの経費

【土木費】
　道路、橋りょう、河川、公園などのまちの基盤整備のための経費

【総務費】
　市役所の運営、市税の賦課、戸籍・住民基本台帳や選挙などに
　係る経費

【衛生費】
　市民の健康維持やごみ処理などの経費

【公債費】
　市債（借入金）の返済に充てる経費

【教育費】
　学校教育や生涯学習の充実、芸術・文化・スポーツの振興のた
　めの経費

【消防費】
　火災や風水害から市民の生命、財産を守るための経費

【商工費】
　商工業や観光の振興、中小企業への支援などの経費

【農林水産業費】
　農林水産業の振興を図るための経費

【その他】
　❖議会費…市議会の運営  ❖労働費…雇用対策など  ❖予備費

◆歳入
【市税】
　市民の皆さんが納める税金

【国庫支出金】
　国からの負担金や補助金

【地方交付税】
　財政力に応じて国から交付されるお金

【市債】
　道路や公共施設の整備などのために借り入れるお金

【府支出金】
　府からの負担金や補助金

【繰入金】
　基金や積立金から取り崩すお金

【地方消費税交付金】
　消費税を財源に府から交付されるお金

【諸収入】
　貸付金の元利収入や雑入など

【地方譲与税】
　国の税金として納められたものを譲与されたお金

【その他】
　使用料・手数料や分担金、寄付金など

速道路網の完成、京都舞鶴港の機能強化により、「人流」「物流」が劇的に変化する平成 27 年度においては、本
市の特色ある歴史や文化、豊かな自然などの魅力、地域資源を最大限に活かし、定住人口の減少を抑制するとと

もに、交流人口のさらなる拡大を図り、定住人口 10 万人に匹敵するまちの活力を実現する「交流人口 300 万人・経
済人口 10 万人」都市を目指します。
　そのために、まちづくりの重点事項として「心豊かに暮らせるまちづくり」「安心のまちづくり」「活力あるまちづ
くり」の３つを掲げ、全国に先駆けた「舞鶴版地方創生」に地域一丸となって取り組めるよう、力強くスタートを切
るための予算編成を行いました。

27 年度
予　算

一般会計　360億1,556万円

市税
123 億 6,490
（34.3%）

国庫支出金
56 億 4,515
（15.7%）

地方交付税
50 億 6,000
（14.0%）

市債
39 億 1,700
（10.9%）

府支出金
28 億 1,045
（7.8%）

諸収入
11 億 4,214
（3.2%）

繰入金
18 億 5,684
（5.1%）

地方消費税交付金
15 億 3,450
（4.3%）

地方譲与税
２億 8,970
（0.8%）

その他
13 億 9,488
（3.9%）

歳　入

高

単位：万円

民生費
127 億 3,302
（35.3%）

総務費
41 億 9,915
（11.7%）

土木費
52 億 2,802
（14.5%）

公債費
34 億 719
（9.5%）

衛生費
35億5,863
（9.9%）

教育費
26億2,925
（7.3%）

消防費
15 億 129
（4.2%）

商工費
14 億 4,196
（4.0%）

農林水産業費
８億 6,917
（2.4%）

その他
４億 4,788
（1.2%）

歳　出
単位：万円
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　戦争を知らない世代に対応した展示や老
朽化した施設の改修を行い、海外引揚 70
周年を迎える平成 27 年 10 月のリニュー
アルオープンを目指します。

　引揚第１船「雲仙丸」入港 70 周年を記
念し、ユネスコ世界記憶遺産登録推進や引
揚記念館のリニューアルオープンと合わせ
て「引き揚げのまち舞鶴」を広く発信します。

　西運動広場の総合的な整備を行い、市民
が気軽にスポーツに触れ合う機会を創出す
るとともに、都市公園長寿命化計画に基づ
いた公園施設の整備を実施します。

　子育て世代の経済的負担を軽減するた
め、中学生の入院に係る医療費助成を拡充
するとともに、新たに中学生の通院に係る
医療費助成を行います。

引揚記念館整備事業 海外引揚 70 周年記念事業

都市公園整備事業子育て支援医療助成

３億 7,935 万円 1,150 万円

２億 6,250 万円２億 5,646 万円

　由良川水防災事業の効果を発揮させるた
め、国道・府道のかさ上げと連携した道路
の整備を実施し、安全・安心な生活環境づ
くりを推進します。

由良川緊急水防災対策促進事業

2,748 万円

　西市街地の浸水被害の軽減を図るため、河川事業と下水道
事業が一体となって被害軽減に係る基本計画の策定を進める
とともに、総合的な治水対策を推進します。

河川整備事業（うち、西地区浸水対策分）

4,513 万円

人口 10 万人」都市を目指して
～ 平成 27 年度に取り組む主な事業を紹介します ～

　生活困窮者などの自立に向け、それぞれ
の状況に応じた包括的・継続的な相談支援
体制を構築するとともに、生活困窮者自立
支援法に基づく各種事業を実施します。

生活困窮者自立相談支援事業

1,906 万円

　本市の地域医療のさらなる充実を図るた
め、（一財）舞鶴地域医療連携機構が実施
する救急医療体制の強化や医師確保対策な
どの取り組みに対し、支援を行います。

舞鶴地域医療連携機構事業費等補助

１億 4,453 万円

　日本海側拠点港に選定された各機能（国
際フェリー・RORO 船、コンテナ、クルー
ズ）について、目標の早期実現に向けて国・
府・近隣市や関係団体などと連携し、集荷
や PR 活動など、利用促進に取り組みます。

京都舞鶴港日本海側拠点機能推進事業

4,833 万円

　東西市街地を最短距離で結び、活力ある
まちづくりに不可欠な府道小倉西舞鶴線に
ついて、白鳥トンネル区間の４車線化事業
を促進します。

府道小倉西舞鶴線改良促進事業

874 万円

　地域経済の活性化と雇用の拡大を図るた
め、市東京事務所などと連携し、積極的な
企業誘致活動に取り組むとともに、既存の
立地企業や市内中小企業の新増設などに対
する支援を行います。

企業誘致実現プロジェクト事業
4,760 万円

　平成 27 年８月に本市で開催される全国
高等学校総合体育大会のレスリング競技会
実施のため、開催経費の一部を負担します。

全国高校総体開催費負担金

710 万円
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　少子化対策・子育て支援の一環として、
子育て世帯の経済的負担の軽減を図るた
め、第３子以降の保育所・幼稚園保育料の
無償化を 18 歳未満の子どもが３人以上い
る世帯まで拡充します（年収要件あり）。

　市民生活の移動手段として重要なバス路
線の利用促進を図るため、バス事業者が実
施する公的病院前のバス停整備に対し、支
援を行います。

　０歳から就学前までの質の高い教育・保
育の研究・実践を行うとともに、小学校教
育との一貫した教育について調査・研究を
行い、他市のモデルとなる幼児教育を推進
します。

第３子以降保育料無償化への取り組み

公共交通利用環境改善事業費補助

幼児教育・保育の質向上推進事業

幼稚園（補助）分　4,288 万円
保育所（減免）分　3,630 万円

500 万円

580 万円

　消防団の使用する無線について、「消防
団の装備の基準」を踏まえ効果的、効率的
かつ将来を見据えた総括的な機器の整備を
行います。

消防救急無線デジタル化事業

5,400 万円

心のまちづくり安

魅力あふれる

舞鶴創生

豊かに暮らせる心
まちづくり

「交流人口 300 万人・経済

　「介護福祉士育成修学資金貸与」や「介
護福祉士資格取得支援講座受講料助成」な
どの実施により、介護人材を確保・養成し
ます。

介護人材確保支援事業

4,941 万円

◆子育て環境の充実
◆質の高い教育の充実
◆時代に合った暮らしやすいまちづくり
◆農山漁村での新規就業と移住定住の支援
◆歴史資源の活用によるまちづくり

◆地域医療・地域福祉の充実
◆健康に暮らせるまちづくりの推進
◆防災対策
◆暮らしやすい都市基盤の整備

力あるまちづくり活

　「心豊かに住み続けられる加佐づくり」
を目標とし、農地の集約化などの農業振興
支援および農業体験などの農業ビジネスや
定住支援など、地域振興支援を行います。

加佐地区農業・農村活性化戦略事業

850 万円
　災害に対する不安を軽減し、安心してハ
ウス園芸農業に取り組めるよう、新たな農
地を確保し、経営再建を行うためのハウス
整備などの費用や農地のかさ上げによる改
良事業を支援します。

災害に強い農場づくり事業

1,440 万円

　赤れんがパーク周辺から、しおじ通りま
での「赤れんが」「海・港」エリア一帯を
一大交流拠点として整備するための「まち
づくり基本構想」を策定します。

地方創生拠点整備事業

1,171 万円
　「（仮称）海の京都博」の関連イベントと
して「まち歩き」や「まち体験」などを
行う「（仮称）海の京都・まいづるまち博」
を開催し、商店街などまちの賑わいを創出
します。

海の京都観光推進事業

1,265 万円

◆観光戦略拠点の開発・機能強化
◆豊かで魅力ある観光資源を活かした観光振興
◆京都舞鶴港を活かした人流の拡大
◆都市基盤を支える道路網の整備
◆地域経済の安定と活性化
◆農林水産業の振興

▲公開保育の様子
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シリーズ
市政の

「今」

No.18

舞
鶴
版
地
方
創
生
の
先
行
的
取
り
組
み

　

市
で
は
、
こ
の
ふ
る
さ
と
舞
鶴
の
豊
か
な
自
然
を
守
り
、
活
か
し
な
が
ら
、
子
育
て
・
教
育
・

医
療
・
福
祉
・
雇
用
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
の
充
実
を
図
り
、
心
豊
か
に
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
し
進
め
て
い
ま
す
。

　

シ
リ
ー
ズ
市
政
の
「
今
」。
第
18
回
は
、
舞
鶴
版
地
方
創
生
の
実
現
に
向
け
、
先
行
し
て

実
施
す
る
取
り
組
み
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

舞
鶴
版
地
方
創
生
の
推
進

　
国
で
は
、平
成
26
年
11
月
28
日
に
「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」
が
施
行
。
同
年
12

月
27
日
に
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
長

期
ビ
ジ
ョ
ン
」
お
よ
び
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
総
合
戦
略
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
今
後

の
国
全
体
に
お
け
る
地
方
創
生
の
方
向
性
が

示
さ
れ
ま
し
た
。

　
国
に
お
い
て
示
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
内
容

は
、
ま
さ
に
本
市
が
目
指
す
新
た
な
ま
ち
づ

く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
合
致
す
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
「
心
豊
か
に
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
施
策
を
総
合
戦
略
と

し
て
と
り
ま
と
め
、
今
年
度
か
ら
国
・
府
と

の
連
携
の
も
と
「
舞
鶴
版
地
方
創
生
」
を
積

極
的
に
推
し
進
め
ま
す
。

「
舞
鶴
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
」
の
策
定
を
予
定

　
市
で
は
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、

活
力
あ
る
地
域
経
済
を
維
持
し
て
い
く
こ
と

を
目
的
と
し
た
地
方
創
生
を
積
極
的
に
推
進

す
る
た
め
、「
舞
鶴
市
の
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
本
年
度
早
期
に
策

定
す
る
予
定
で
す
。

　
総
合
戦
略
の
策
定
は
以
下
（
図
１
）
の
と

お
り
と
し
、
本
市
が
目
指
す
新
た
な
数
値
目

標
「
交
流
人
口
３
０
０
万
人
、
経
済
人
口
10

万
人
の
都
市
・
舞
鶴
」
の
実
現
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

地
域
消
費
の
喚
起
と
生
活
緊
急
支
援

　
地
域
住
民
の
生
活
緊
急
支
援
の
取
り
組
み

と
し
て
、「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
」
を
発

行
し
、
地
域
消
費
の
喚
起
と
地
域
経
済
の
活

性
化
を
図
り
ま
す
。
こ
れ
は
１
セ
ッ
ト
１
万

２
，
０
０
０
円
分
の
商
品
券
を
１
万
円
で
販

売
す
る
も
の
で
、
発
行
金
額
は
３
億
６
千
万

円
。
合
計
３
万
セ
ッ
ト
を
販
売
し
ま
す
。

　
併
せ
て
、
低
所
得
者
と
子
育
て
世
帯
に

は
、
１
人
当
た
り
３
，
０
０
０
円
分
の
商
品

券
を
交
付
し
ま
す
。

「
舞
鶴
市
の
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」
の
策
定
を
予
定

▲舞鶴版地方創生にかける思いを述べる多々見市長（３月 20 日）

Ⅰしごとをつくり、安心して
　働けるようにする

Ⅱ 新しい人の流れをつくる

Ⅲ 若い世代の結婚・出産・
　 子育ての希望をかなえる

Ⅳ 時代に合った地域をつく
　 り、安心な暮らしを守る

舞鶴を、活力ある地域にする
（経済規模の拡大）

（図１）舞鶴市のまち・ひと・しごと創生総合戦略イメージ

舞鶴に、留まる・帰ってくる・
入ってくる（人口の社会減の抑制）

舞鶴で、出会い・産み・育てる
（人口の自然減の抑制）

「交流人口300万人
 経済人口 10 万人」
 を目指します

４つの基本目標施策を投入することで期待される効果
まちの活力を維持・拡大させ
る新たな人口フレーム目標
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ま
た
、
商
品
券
の
利
用
を
伴
う
ご
当
地
カ

ー
ド
（
リ
ン
ク
カ
ー
ド
）
の
利
用
に
つ
い
て
、

通
常
付
与
さ
れ
る
ポ
イ
ン
ト
の
３
倍
を
商
店

街
と
と
も
に
プ
レ
ミ
ア
ム
ポ
イ
ン
ト
と
し
て

付
与
し
ま
す
。

高
齢
者
が
外
出
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

　
高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
買
い
物
や
通
院
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
外
出
を
支
援
す
る

た
め
、
75
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に
公
共

交
通
機
関
の
運
賃
を
軽
減
す
る
お
得
な
割
引

乗
車
票
を
販
売
し
て
い
ま
す
（
写
真
１
）。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
の

外
出
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
昨
年
度
の
試
行
を
経
て
、
本
格
実
施

す
る
も
の
で
、
高
齢
者
の
健
康
増
進
や
商
店

街
な
ど
の
地
域
活
性

化
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

　
対
象
と
な
る
交
通

機
関
は
、
市
内
を
運

行
す
る
バ
ス
（
自

主
運
行
バ
ス
を
含

む
）、
京
都
丹
後
鉄

道
、
タ
ク
シ
ー
で
、

平
成
27
年
4
月
6
日

よ
り
販
売
を
開
始
。

使
用
期
限
は
平
成
29

年
3
月
31
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。
販

売
内
容
は
、（
図
２
）

の
と
お
り
。

道
の
駅
を
観
光
戦
略
拠
点
に

　「
道
の
駅
」
舞
鶴
港
と
れ
と
れ
セ
ン
タ
ー

は
、
平
成
27
年
1
月
30
日
、
国
土
交
通
省
が

認
定
す
る
重
点
「
道
の
駅
」
候
補
（
全
国
49

か
所
／
１
，
０
４
０
か
所
中
）
に
選
定
さ
れ

ま
し
た
（
写
真
２
）。

　
こ
の
海
・
港
が
望
め
る
最
高
の
ロ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
活
用
し
た
さ
ら
な
る
観
光
拠
点
化
と

外
航
ク
ル
ー
ズ
客
船
の
寄
港
な
ど
に
よ
る
外

国
人
観
光
客
の
誘
客
を
促
進
す
る
た
め
、「
道

の
駅
」
に
「
産
地
直
販
飲
食
施
設
整
備
」「
外

国
人
観
光
案
内
お
よ
び
免
税
店
舗
カ
ウ
ン
タ

ー
整
備
」「
ト
イ
レ
の
改
修
（
※
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
対
応
）」
を
行
い
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
観

光
案
内
機
能
の
強
化
と
観
光
誘
客
に
よ
る
経

済
波
及
効
果
の
拡
大
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

（図２）割引乗車票の販売内容

路線バス（京都交通バス、自主運行バス）

❖市内の１乗車区間を 200 円で乗車できる乗車票

❖１冊５枚つづりを 1,000 円で販売

❖年度内に 10 冊まで購入可

京都丹後鉄道

❖西舞鶴駅～丹後神崎駅間を１乗車 200 円で乗車できる乗車票

❖１冊５枚つづりを 1,000 円で販売

❖年度内に 10 冊まで購入可

タクシー（舞鶴京都タクシー、日交タクシー、ふく福タクシー）
❖市内移動で、１乗車の運賃が 2,000 円以上の場合に利用できる
　タクシー票 2,000 円分を 1,000 円で販売

❖１冊５枚つづりを 5,000 円で販売

❖年度内に５冊まで購入可（乗り合わせの利用も可）

ビニールハウス タクシー

KTR あおまつ

ま
ち
な
か
空
き
家
再
生
に
よ
る
定
住
促
進

　
人
口
減
少
、
商
店
街
の
活
力
の
低
下
に
よ

り
、
中
心
市
街
地
の
空
洞
化
が
進
ん
で
い
る

た
め
、
市
が
指
定
す
る
居
住
誘
導
エ
リ
ア
の

空
き
家
を
購
入
も
し
く
は
賃
借
す
る
人
が
実

施
す
る
住
宅
改
修
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
（
図
３
）。
市
で
は
、
今
後
も
商
店
街
エ
リ

ア
周
辺
の
空
き
家
な
ど
へ
の
定
住
促
進
を
図

り
、
都
市
機
能
の
向
上
と
活
力
あ
る
暮
ら
し

や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

今
後
の
取
り
組
み

　
こ
の
た
び
紹
介
し
た
施
策
は
、
先
行
的
取

り
組
み
と
し
て
実
施
す
る
舞
鶴
版
地
方
創
生

の
一
部
分
で
す
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
足

が
か
り
と
し
て
、
目
標
の
達
成
に
向
け
た
地

方
創
生
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　上　：バス
　右上：京都丹後鉄道
　右下：タクシー

（写真２）「道の駅」舞鶴港とれとれセンター

中心市街地に居住誘導エリアを設定

エリア内の空き家を購入もしくは
賃借して移住した場合

まちなか（商店街周辺）への定住促進

まちなかの空洞化に歯止め
まちなかの活力・機能向上

〈施策〉

〈ねらい〉

（図３）まちなか創生のイメージ

（写真１）割引乗車票

住宅改修
への助成

※
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
対
応
こ
と
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市
議
会
３
月
定
例
会
が
２
月
20
日
～
３
月
27
日
に
開
会
。
平
成
26
年
度
の
一
般
会
計
補
正
予
算
や

条
例
の
制
定
な
ど
市
長
提
案
の
53
議
案
を
審
議
。
原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
（
27
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
４
～
７
㌻
に
掲
載
）。

《
一
般
会
計
》

▪
第
7
号

　
国
の
補
正
予
算
に
よ
る
各
種
事
業

費
や
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
法
」
に
基
づ
く
地
方
創
生
関
連
事

業
費
な
ど
を
追
加
す
る
も
の
で
４
億

２
，
６
９
６
万
円
の
増
額
。

　
こ
の
結
果
、
予
算
総
額
は
歳
入
・

歳
出
い
ず
れ
も
３
８
4
億
５
，
８
４

８
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

《
特
別
会
計
》

❖
病
院
事
業
会
計
（
第
１
号
）　
６
，

９
５
１
万
円
増
額
の
11
億
８
，
１
２

５
万
円 

❖
国
民
健
康
保
険
事
業
会

計
（
第
3
号
）　

５
，
０
３
5
万
円

増
額
の
92
億
５
，
３
７
２
万
円 

❖
簡
易
水
道
事
業
会
計
（
第
2
号
）

２
，
５
０
０
万
円
減
額
の
６
億
６
，

１
１
６
万
円 

❖
下
水
道
事
業
会
計

（
第
2
号
）
繰
越
明
許
費
を
補
正
す

る
も
の
で
総
額
の
変
更
な
し
❖
介
護

保
険
事
業
会
計
（
第
3
号
）
繰
越
明

許
費
を
設
定
す
る
も
の
で
総
額
の
変

更
な
し

一般会計補正予算の主な事業概要を紹介

事業概要 補正額

原子力災害対策施設資機材等整備事業費 300 万円

ふるさと応援基金積立金 1,198 万円

北近畿タンゴ鉄道運営支援事業費補助金 4,613 万円

障害者施設支援給付費等 6,820 万円

子育て交流施設整備事業費 1,190 万円

青年就農給付金 825 万円

基盤整備促進事業費 2,020 万円

道の駅観光戦略拠点化事業費
（電気自動車用急速充電器設置に対する補助） 500 万円

企業誘致実現プロジェクト事業費 402 万円

ものづくり中小企業設備投資促進補助金 390 万円

原子力災害対策施設緊急整備事業費 １億 2,000 万円

市議会

市
議
会
３
月
定
例
会

  

補
正
予
算

  

条
例

  

人
事

  

そ
の
他

▪
舞
鶴
市
教
育
長
の
給
与
等
に
関
す

る
条
例
の
制
定
な
ど
　
新
し
い
教
育

委
員
会
制
度
に
お
け
る
教
育
長
を
置

く
こ
と
に
伴
い
、
規
定
を
整
備

▪
舞
鶴
市
の
特
別
職
の
職
員
で
常
勤

の
も
の
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正　

給
料
等
の
減
額
措
置
を
平

成
27
年
度
に
お
い
て
も
実
施
な
ど

▪
舞
鶴
市
行
政
手
続
条
例
の
一
部
改
正

　

行
政
指
導
の
中
止
等
の
求
め
、
処

分
等
の
求
め
等
の
制
度
を
導
入

▪
舞
鶴
市
組
織
及
び
分
掌
事
務
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
　
効
率
的
な

行
政
運
営
を
行
う
た
め
、
組
織
を
改
編

▪
舞
鶴
市
消
防
団
条
例
の
一
部
改
正

　
消
防
団
員
の
処
遇
改
善
の
た
め
、

出
動
に
係
る
手
当
の
額
を
引
き
上
げ

▪
舞
鶴
市
働
く
場
の
創
出
企
業
立
地

促
進
条
例
の
一
部
改
正　

市
内
に
事

業
所
を
有
す
る
企
業
の
事
業
規
模
の

拡
大
を
促
進
す
る
た
め
、
補
助
金
交

付
対
象
要
件
を
緩
和

▪
舞
鶴
市
西
地
区
多
機
能
施
設
条
例

の
制
定　

市
民
活
動
の
促
進
を
図
る

た
め
、
西
地
区
多
機
能
施
設
を
設
置

▪
舞
鶴
市
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正　

病
院
事
業

管
理
者
を
置
か
な
い
こ
と
と
し
、
規

定
を
整
備

▪
舞
鶴
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

▪
指
定
管
理
者
の
指
定

▪
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

❖
荻
野
隆
三
氏
（
63
歳
、
京
月
町
）

▪
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任

❖
木
村
学
氏
（
61
歳
、
円
満
寺
）

▪
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任

❖
松
岡
良
啓
氏
（
68
歳
、
杉
山
）

▪
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

❖
山
田
敏
子
氏
（
67
歳
、
西
吉
原
）

❖
藤
村
由
紀
氏
（
71
歳
、
大
波
上
）

※
副
市
長
、
教
育
長
は
16
㌻
に
掲
載

　
介
護
保
険
料
率
に
お
け
る
所
得
階

層
区
分
を
改
定
な
ど

▪
舞
鶴
市
水
道
事
業
審
議
会
条
例
の

制
定　

水
道
事
業
の
効
率
的
か
つ
効

果
的
な
運
営
を
図
る
た
め
、
水
道
事

業
審
議
会
を
設
置

▪
舞
鶴
市
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正　

水
道
事
業
管
理

者
を
置
か
な
い
こ
と
と
し
、
規
定
を
整
備

　
こ
の
ほ
か
、
成
立
し
た
条
例
な
ど
の

う
ち
主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▪
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
総
合
整

備
計
画
の
変
更　

西
大
浦
辺
地
、
野

原
辺
地
、
田
井
辺
地
、
桑
飼
辺
地
、

岡
田
中
辺
地
の
計
画
の
一
部
を
変
更

▪
市
道
路
線
の
変
更
　
大
丹
生
地
区

ほ
か
４
地
区
の
市
道
路
線
の
変
更

期
間
指
定
管
理
者

施
設
名

供
用
開
始
日
～
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で

一
般
財
団
法
人
舞
鶴
地
域
医
療
連
携
機
構

舞
鶴
市
休
日
急
病
診
療
所

地方創生先行型推進事業費　　　                　　　　　　9,050 万円

　まち・ひと・しごと創生総合戦略策定事業費 390 万円

　地域を担うリーディング産業支援事業費 470 万円

　道の駅観光戦略拠点化事業費
　（産地直販飲食施設の整備など）　　　　　　※ 2,960 万円

　自衛隊と連携した地域資源の
　観光ブランド化事業費 1,230 万円

　歴史文化基本構想策定事業費 450 万円

　共同利用施設設置事業費補助金
　（地引網漁船購入に対する補助） 900 万円

　定住促進まちなかエリア
　空き家再生事業費補助金　　　　　　 　　  ※ 410 万円

　高齢者外出支援事業費　　　　　　　　 　  ※ 1,000 万円

　北近畿タンゴ鉄道リニューアル
　整備事業費補助金 1,240 万円

地域住民生活等緊急支援商品券発行事業費   　        １億 5,500 万円

　プレミアム付商品券発行事業費　　               ※ 6,700 万円

　生活支援商品券交付事業費
　（低所得者・子育て世帯）　　　                   　※ 8,800 万円

地方創生関連事業分を紹介
（※の事業概要については８～９㌻に関連記事）
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TOPICS
舞鶴ＹＭＣＡ国際福祉専門学校が開校

　４月 11 日、京都府北部地域で不足する介護・福祉
人材を養成・確保するため、市が誘致した舞鶴ＹＭＣ
Ａ国際福祉専門学校（運営：学校法人京都ＹＭＣＡ学
園）が浜に開校しました。２年制の介護福祉学科と国
際観光ビジネス学科が設置されており、京都府北部地
域の介護人材と国際感覚を持った観光人材の育成が期
待されます。
　学校に関するお問い合わせは、舞鶴ＹＭＣＡ国際福
祉専門学校（☎ 64・3686）へ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　《福祉企画課》

海の京都博　～天地山海の物
ストーリー

語～

　京都府北部の５市２町では「海の京都」を統一ブラン
ドに７月～ 11 月の間、「海の京都博 ～天地山海の物語（ス
トーリー）～」を展開します。
　舞鶴市では赤れんがパークを中心に「まいづるまち博」
やコンセプトツアーなどを企画。また、７つの市町の伝
統文化と自然との共生をテーマにしたウオータープロ
ジェクションマッピングも予定しています。詳細は決ま
り次第、市ホームページなどでお知らせします。

【日程】７月 18 日㈯～ 11 月 15 日㈰
【会場】舞鶴市、福知山市、綾部市、宮津市、 京丹後市、
伊根町、与謝野町

▶詳しくは、観光商業課（☎ 66・1024）へ。

西大浦地区の自主運行バスを更新

　４月２日、西大浦協議会が更新した自主運行バスの
出発式が開催されました。平成 16 年 10 月から生活・
通学の足として利用してきた前車両の劣化が顕著と
なったため、更新したものです。
　出発式で多々見市長は「自主運行バスは、なくては
ならない地域の足です。家族でこのまちに住み続けよ
うとするためには、交通の利便性が重要であり、今後
も地域の皆さんの重要な足として発展することを願っ
ています」とあいさつしました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　《企画政策課》

　４月 25 日にオープンした子育て交流施設の愛称を募集し
ます。

【応募方法】５月 20 日㈬までに、愛称とその説明、住所、

氏 名、 年 齢、 電 話 番 号 を は が き
（〒 625-8555） か フ ァ ク ス（62・
9897）、電子メール（k-shien@post.
city.maizuru.kyoto.jp) で子ども支援
課「子育て交流施設愛称募集係」へ。

【選考方法】選考委員会で決定。
採用者には記念品を進呈。
▶詳しくは、子ども支援課（☎
66・1008）へ。

子育て交流施設の愛称を募集

▲新入生によるあいさつ

▲テープカットを行う関係者▲子育て交流施設

11 2015 - 5maizuru
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アスレチックコースが完成
青葉山ろく公園に遊びに行こう！

～　子どもたちの小さな冒険をお手伝い　～

　このたび、市が青葉山ろく公園に整備を進めていた、
アスレチックコース（全長約 600 ｍ）が完成。子ど
もたちが元気に楽しく遊べるよう 25 種類の遊具を
コースに配置しています。
　ぜひ、挑戦してみてください。
▶詳しくは、土木課（☎ 66・1049）へ。

【所在地】舞鶴市字岡安　地内
【駐車場】３か所（230 台分）
【ホームページ】http://aoba36.go-m.org　( 指定管理者：NPO 法人「ガバナンス舞鶴」）

利用は無料です
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Eventpick upイベント

ロストラル見送りボランティアを募集
舞鶴らしいおもてなしで出港を見送り

赤れんがパークの催し
ゴールデンウイークは赤パーへ

▪赤れんがアートワークショップ 2015
【日時】５月２日㈯・３日㈰10時～17時（３日は９時から）
【問い合わせ先】赤れんが３号棟（☎ 66・1035）
▪クロスロードミーティング in 舞鶴

【日時】５月４日㈪ 10 時～ 15 時
【問い合わせ先】角出さん（☎ 070・5345・3508）
▪赤れんが博物館こどもの日イベント（入館無料）

【日時】５月５日㈫９時～ 17 時
【内容】ミニチュアれんがクラフトなど
【問い合わせ先】赤れんが博物館（☎ 66・1095）
▪引揚記念館こどもの日イベント（入館無料）

【日時】５月５日㈫９時～ 17 時
【内容】引揚当時の食体験やギャラリートークなど
【問い合わせ先】引揚記念館（☎ 68・0836）
▪昼下がりライブ

【日時】５月５日㈫ 13 時～ 16 時
【問い合わせ先】大薮さん（☎ 62・6332）
▪ゴールデンライブ

【日時】５月６日㈬ 13 時～ 16 時
【問い合わせ先】岩本さん（☎ 090・7340・1802）

▪前夜祭
 【日時】５月 23 日㈯ 18 時～ 20 時
 【場所】舞鶴公園一帯と西市街地
 【内容】❖園児や小学生による田辺八景（講談）
　　　   ❖よさこい踊り ❖園児の絵灯籠
▪当日
 【日時】５月 24 日㈰９時～ 16 時
 【場所】舞鶴公園一帯と西市街地
 【内容】❖田辺城籠城・古今伝授 ❖武者行列 など

▶詳しくは、実行委員会事務局（舞鶴商工振興会内、
☎ 75・0933）へ。

田辺城まつり 今年も盛大に
細川幽斎と籠城戦の史実を後世に

▲武者行列には 1,000 人が参加　 ▲絵灯籠が前夜祭を彩る
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （いずれも昨年の様子）

【日時】５月 13 日㈬ 17 時 40 分から
【場所】京都舞鶴港西港 第２ふ頭
【内容】 ❖舞鶴のイメージカラーのひとつである青
　　　 色のハンカチを振って見送る（青色のハン
　　　 カチを持っている人はご持参を）
　　　 ❖日星高校吹奏楽部による演奏

【その他】申し込み不要。第３ふ頭を駐車場として
開放予定。当日はふ頭内の安全対策のため入場を制
限する場合あり。停泊中の船内見学は不可。

▶詳しくは、みなと振興・国際交流課（☎ 66・
1037）へ。

▲船首から見たロストラル　　 ▲出港セレモニー
　　　　　　　　　　　　　　　　 　（いずれも昨年の様子）

候補資料の特別企画展を開催
ユネスコ世界記憶遺産登録の結果発表直前

　いよいよユネスコ世界記憶遺産の登録が決定する
５月～８月（予定）が直近に迫ってきました。現在、
赤れんがパークで開催中の引揚記念館特別展示で
は、申請資料を紹介する特別企画展示を開催してい
ます。ぜひ、ご来場を。

【日時】４月 29 日㈬～９月 27 日㈰
【場所】赤れんが３号棟 １階企画展示室
【内容】 展示資料 31 点のほか、候補資料 570 点を
　　　  データで紹介

【その他】 企画展は無料。ただし、入館料が別途必
　　　　  要（市内在住か在学の学生は無料）。
▶詳しくは、引揚記念館（☎ 68・0836）へ。

上：木内信夫さんの絵画「 わが青春
　　の浪漫抄（ダスビダーニャ）」
左：手作りのメモ帳
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３
月
18
日
、
市
防
災
会
議
（
会
長
＝
多
々
見

良
三
市
長
、
25
人
）
を
開
催
。
市
地
域
防
災
計

画
（
一
般
災
害
対
策
編
）
と
同
計
画
（
原
子
力

災
害
対
策
編
）
の
改
正
に
つ
い
て
協
議
し
、
出

席
者
の
全
員
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

▪
改
正
の
概
要

《
一
般
災
害
対
策
編
》

　
災
害
対
策
基
本
法
の
改
正
お
よ
び
国
の
防

災
基
本
計
画
、
府
地
域
防
災
計
画
の
改
正
な

ど
を
踏
ま
え
改
正
。

❖
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の
作
成
❖
指
定

緊
急
避
難
場
所
、
指
定
避
難
所
の
指
定
❖
地
区

防
災
計
画
に
関
す
る
計
画
提
案
❖
屋
内
で
の

退
避
な
ど
（
垂
直
避
難
な
ど
）
の
安
全
確
保

措
置
の
指
示
❖
被
災
者
台
帳
の
作
成
❖
避
難

所
の
名
称
変
更

《
原
子
力
災
害
対
策
編
》

　
国
の
地
域
防
災
計
画
（
原
子
力
災
害
対
策

編
）
作
成
マ
ニ
ュ
ア
ル
お
よ
び
府
地
域
防
災

計
画
の
改
正
な
ど
を
踏
ま
え
改
正
。

❖
Ｐ
Ａ
Ｚ
（
予
防
的
防
護
措
置
を
準
備
す
る

区
域
）
お
よ
び
Ｕ
Ｐ
Ｚ
（
緊
急
時
防
護
措
置

を
準
備
す
る
区
域
）
の
対
象
人
口
の
変
更
、

Ｐ
Ａ
Ｚ
に
準
じ
た
防
護
措
置
を
行
う
地
区
の

位
置
付
け
❖
原
子
力
防
災
体
制
の
整
備
❖
避

難
行
動
要
支
援
者
に
関
す
る
措
置
な
ど
を
規

定
❖
要
配
慮
者
避
難
対
策
の
整
備

▼
詳
し
く
は
、
危
機
管
理
・
防
災
課
（
☎

66
・
１
０
８
９
）
へ
。

一
般
災
害
対
策
編
・
原
子
力
災
害
対
策
編

市
地
域
防
災
計
画
を
改
正

防災

【主な避難所一覧】

自主避難所
（５か所）

 大浦会館、南公民館、中総合会館、西支所、
 加佐公民館

拠点避難所
（20 か所）  小学校（18 校）、東体育館、文化公園体育館

準拠点避難所
（29 か所）

 上記以外の公共施設（中学校（７校）、旧小・ 
 中学校（５か所）、高校、市民交流センターなど）

地域避難所
（76 か所）  上記以外の地域の集会所、公会堂、公民館など

▪避難所の名称を変更
　これまでの風水害避難所、広域避難所の名称を
拠点避難所、準拠点避難所、地域避難所に変更。

高齢者保健福祉計画の概要

▪政策目標
　生き生きとした長寿社会づくり

▪基本理念
　①健康と生きがいづくりの推進　②尊厳の確保と自立支援
　③共に支え合う地域社会の形成

▪重点施策
　地域包括ケアシステムの構築
　①地域での自立生活支援の仕組みづくり　②高齢者の社会参加と生
　きがい・健康づくり　③介護予防の充実　④適正な介護サービスの
　提供と家族支援　⑤介護サービスを担う人材の確保　⑥認知症高齢
　者支援体制の整備

　
市
で
は
、
高
齢
者
施
策
を
総
合
的
に
推
進

し
て
い
く
た
め
の
基
本
指
針
と
な
る
「
舞
鶴

市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
」
第
６
期
計
画
（
平

成
27
～
29
年
度
）
を
策
定
し
ま
し
た
。
計
画

で
は
、「
生
き
生
き
と
し
た
長
寿
社
会
づ
く
り
」

を
政
策
目
標
に
、
３
つ
の
基
本
理
念
と
６
つ

の
重
点
施
策
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
策
定
に
あ
た
り
、
市
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ

ン
ト
手
続
制
度
（
市
民
意
見
提
出
制
度
）
に

基
づ
い
て
、
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
募
集
し
た

結
果
、
意
見
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
計
画
の
概
要
は
下
表
の
と
お
り
。

《
閲
覧
で
き
ま
す
》

　
計
画
の
内
容
は
、
高
齢
者
支
援
課
、
情
報

公
開
コ
ー
ナ
ー
、
西
支
所
、
加
佐
分
室
、
各

公
民
館
、
大
浦
・
城
南
会
館
、
東
・
西
図
書

館
で
閲
覧
可
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
。

▼
詳
し
く
は
、
高
齢
者
支
援
課
（
☎
66
・
１

０
１
３
）
へ
。

生
き
生
き
と
し
た
長
寿
社
会
を
目
指
し
て

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
を
策
定

高齢者

　
市
で
は
、
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
＝

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
の
根
絶

と
被
害
者
の
保
護
・
自
立
支
援
を
総
合
的
か
つ

一
体
的
に
推
進
す
る
た
め
「
舞
鶴
市
配
偶
者
等

配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の

保
護
・
自
立
支
援
に
関
す
る
計
画
を
策
定

ＤＶ
防止

計画の概要

▪策定の視点
 ①暴力を許さない社会の実現
 ②被害者の状況に応じた継続的な支援
　 の実施
 ③関係機関等との連携協力体制の推進
▪基本目標
 ① DV をなくすための啓発の推進
 ②被害者の早期発見および相談体制
　 の充実
 ③被害者等の安全確保
 ④被害者の自立支援の充実
 ⑤推進体制の充実

か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
・
自

立
支
援
に
関
す
る
計
画
」（
平
成
27
～
31
年
度
）

を
策
定
し
ま
し
た
。
策
定
に
あ
た
り
、
市
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
制
度
（
市
民
意
見
提

出
制
度
）
に
基
づ
い
て
、
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を

募
集
し
た
結
果
、意
見
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

計
画
の
概
要
は
上
表
の
と
お
り
。

《
閲
覧
で
き
ま
す
》　

　
計
画
の
内
容
は
、
人
権
啓
発
推
進
室
、
情
報

公
開
コ
ー
ナ
ー
で
閲
覧
可
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
。

▼
詳
し
く
は
、
人
権
啓
発
推
進
室
（
☎
66
・
１

０
２
２
）
へ
。
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▪下水道ビジョン（案）に対する意見の結果

意見の概要 市の考え方

　下水道使用料のあり方検討に
時間を要すると考えられるので、
先に公設浄化槽の使用料を見直
すべきである。使用者が何人で
あっても同額の 4,937 円である
が、これは従量制により課金さ
れている公共下水道に比べて不
公平である。また、公設浄化槽
はブロワーの電気代を使用者が
負担しており、この点について
もご検討いただきたい。

　本市では、公共下水道の使用料は使用水量に比
例した従量制で集落排水、公設浄化槽は平成 22 年
度に全地区の使用料を統合して同一定額料金制と
なっています。「整備手法は異なっても同じ下水道
サービスであり、同一使用料とすべき」という考
え方もあり、使用料体系の統一も視野に入れた使
用料のあり方を検討してまいります。
　また、公設浄化槽の使用者だけに施設の電気代
を負担いただいている現状についても、上記の考
え方に基づき、ご提案いただいた手法も併せて検
討してまいります。

水
洗
化
総
合
計
画
の
改
定
と

下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
（
案
）
に
対
す
る
意
見
の
結
果

下水道

水洗化総合計画の主な改定内容

▪目標年度
　平成 27 年度全市水洗化
　　→ 平成 32 年度水洗化概成

▪計画処理人口
　約 85,000 人
　　→ 約 81,900 人

▪総事業費
　約 890 億円
　　→ 約 910 億円
　※老朽化した施設の改築費を新た
　　に計上

▪
舞
鶴
市
水
洗
化
総
合
計
画
の
改
定

　
公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
と
快
適
で
住
み

よ
い
生
活
環
境
の
改
善
を
図
る
た
め
「
舞
鶴

市
水
洗
化
総
合
計
画
」（
平
成
32
年
度
ま
で
）

を
改
定
し
ま
し
た
。
改
定
に
あ
た
り
、
市
パ

ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
制
度
（
市
民
意

見
提
出
制
度
）
に
基
づ
い
て
、
皆
さ
ん
か
ら

意
見
を
募
集
し
た
結
果
、
意
見
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
主
な
内
容
は
下
表
の
と
お
り
。

▪
舞
鶴
市
下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
（
案
）
へ
の
意
見

　
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
効
率
的
な
事
業

運
営
を
行
う
た
め
、
取
り
組
む
べ
き
課
題
や

施
策
を
示
し
た
「
舞
鶴
市
下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」

の
策
定
に
あ
た
り
、
市
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ

ン
ト
手
続
制
度
（
市
民
意
見
提
出
制
度
）
に

基
づ
い
て
意
見
を
募
集
し
た
結
果
、
１
人
か

ら
１
件
の
意
見
の
提
出
が
あ
り
ま
し
た
（
募

集
期
間
：
３
月
６
日
～
27
日
）。

　
寄
せ
ら
れ
た
意
見
は
、
意
見
に
対
す
る
市

の
考
え
方
を
説
明
し
、
ご
理
解
い
た
だ
く
も

の
で
し
た
。
意
見
の
概
要
は
下
表
の
と
お
り
。

《
閲
覧
で
き
ま
す
》
水
洗
化
総
合
計
画
と
下
水

道
ビ
ジ
ョ
ン（
案
）の
内
容
と
市
パ
ブ
リ
ッ
ク・

コ
メ
ン
ト
手
続
制
度
の
結
果
は
、
下
水
道
総

務
課
、
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
西
支
所
で
閲

覧
可
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
。

▼
水
洗
化
総
合
計
画
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
は
、下
水
道
建
設
課（
☎
66・１
０
２
９
）へ
。

▼
下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
は
、下
水
道
総
務
課（
☎
66・１
０
２
８
）へ
。

▪日本赤十字社の活動資金にご協力を
　６月 30 日㈫まで各自治会などを通じ、災害時の
救護・支援活動や復興支援活動などを実施するため
の活動資金を募集します。皆さんのご理解とご協力
をお願いします。
▪温かい善意をありがとう
　皆さんのご理解とご協力により、平成 26 年８月
京都府豪雨災害義援金は 93,288 円、平成 26 年広
島県大雨災害義援金は 32,502 円が集まりました。
　この義援金は日本赤十字社を通じて被災された
方々にお届けします。
　　　　　《日本赤十字社舞鶴市地区（福祉企画課）》

日本赤十字社からのお知らせ 春の交通安全運動
　５月 11 日㈪～ 20 日㈬、「『目を合わそう』それ
が無事故の愛ことば」をスローガンに、春の全国交
通安全運動を実施。子どもと高齢者の交通事故防止
を基本として次の３点を重点的に取り組みます。
①自転車の安全利用の推進（自転車安全利用の５則
の周知徹底）②全ての座席のシートベルトとチャイ
ルドシートの正しい着用の徹底 ③飲酒運転の根絶。
　また、５月 20 日は「交通事故死ゼロを目指す日」。
交通ルールやマナーを守り、交通事故のない社会を
つくりましょう。

《市交通対策協議会事務局（市民課）》

　防災情報や観光・イベント情報、クマ出没情報
などの舞鶴市からの行政情報をお知らせする「ま
いづるメール配信サービス」の配信内容に新たに

「消防情報（火災情報）」が５月１日㈮から加わり
ました。消防本部が各地域の消防団員などにお知

らせする消防メール災害情報案内（火災・救助・
警戒など）の火災情報を転送するもので、広く市
民の皆さんにも消防情報の提供をするものです。

メール配信サービスに消防情報を追加

登録方法は、右記のコードを読み
取り手順に従って登録ください。
▶詳しくは、広報広聴課（☎ 66・
1041）へ。
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福
祉
援
護
課
長
（
保
健
福
祉
部
福
祉
援
護

課
長
）
伊
藤
和
昭
▽
健
康
・
子
ど
も
部
次

長
、
市
民
病
院
管
理
部
次
長
（
市
民
病
院

事
務
局
総
務
課
長
）有
本
与
佐
男
▽
健
康・

子
ど
も
部
次
長
兼
子
ど
も
支
援
課
長
（
保

健
福
祉
部
健
康
増
進
課
長
兼
保
健
セ
ン
タ

ー
所
長
）
左
織
誠
▽
国
・
府
事
業
推
進
室

長
（
水
道
部
浄
水
課
長
）
飯
田
則
治
▽
建

設
部
次
長
兼
都
市
計
画
課
長
（
建
設
部
都

市
計
画
課
長
）
矢
谷
明
也
▽
建
設
部
次
長

兼
住
宅
・
営
繕
課
長
（
建
設
部
次
長
兼
建

築
住
宅
課
長
）
千
原
明
彦
▽
監
査
委
員
事

務
局
長
（
子
ど
も
未
来
室
長
兼
子
ど
も
支

援
課
長
）
小
谷
眞
知
子
▽
水
道
部
次
長
兼

水
道
建
設
課
長
（
指
導
検
査
室
長
）
小
酒

学
▽
消
防
本
部
消
防
次
長
、
企
画
管
理
部

次
長
（
危
機
管
理
担
当
）（
西
消
防
署
長
）

山
下
利
一
▽
東
消
防
署
長
兼
防
災
セ
ン
タ

ー
長
（
危
機
管
理
室
長
兼
危
機
管
理
・
防

災
課
長
）
今
儀
浩
一
▽
西
消
防
署
長
（
消

防
本
部
予
防
課
長
）
堀
田
一
典

▽
企
画
室
企
画
政
策
課
主
幹
兼
改
革
推
進

係
長
兼
舞
鶴
市
地
方
創
生
推
進
本
部
事
務

局
次
長
（
企
画
室
企
画
政
策
課
主
幹
兼
改

革
推
進
係
長
）
岩
田
宏
幸
▽
企
画
室
秘
書

課
長（
企
画
室
秘
書
課
主
幹
兼
秘
書
係
長
）

杉
本
和
浩
▽
企
画
室
秘
書
課
主
幹
（
産
業

振
興
部
企
業
立
地
・
雇
用
促
進
課
雇
用
促

進
係
長
）
梅
川
正
▽
企
画
室
広
報
広
聴
課

長
（
国
・
府
事
業
推
進
室
国
・
府
事
業
推

進
課
由
良
川
水
防
災
係
長
）
三
輪
紀
子

▽
人
事
室
人
事
課
長
（
下
水
道
部
下
水
道

建
設
課
長
）
新
谷
哲
也
▽
人
事
室
職
員
課

主
幹（
企
画
管
理
部
職
員
課
主
幹
兼
人
事・

組織改編と
人事異動

　

人
事
異
動
（
補
職
者
）

▽
消
防
長
（
消
防
本
部
消
防
次
長
、
企
画
管

理
部
次
長
（
危
機
管
理
担
当
））
岡
山
正

▽
企
画
管
理
部
長
（
総
務
部
長
）
入
江
秀
人

▽
総
務
部
長
（
環
境
対
策
室
長
）
阿
部

国
生
▽
福
祉
部
長
（
保
健
福
祉
部
長
）

前
羽
仙
圭
▽
健
康
・
子
ど
も
部
長
、
市
民

病
院
管
理
部
理
事
（
産
業
振
興
部
次
長
兼

農
林
課
長
）福
田
豊
明
▽
会
計
管
理
者（
市

民
病
院
事
務
局
長
、保
健
福
祉
部
理
事（
地

域
医
療
担
当
））
山
口
則
夫
▽
教
育
振
興

部
長
（
企
画
室
長
兼
秘
書
課
長
）
瀬
川
治

▽
教
育
委
員
会
指
導
理
事
（
教
育
委
員
会

理
事
）
奥
水
孝
志
▽
危
機
管
理
室
長
兼
危

機
管
理
・
防
災
課
長
（
消
防
本
部
警
防
課

長
）
森
川
芳
博
▽
企
画
室
長
兼
企
画
政
策

課
長
兼
舞
鶴
市
地
方
創
生
推
進
本
部
事
務
局

長
（
企
画
室
企
画
政
策
課
長
）
西
嶋
久
勝

▽
東
京
事
務
所
長
（
旧
軍
港
市
振
興
協
議

会
派
遣
）
兼
産
業
振
興
部
次
長
（
企
業
誘

致
担
当
）（
企
画
室
東
京
事
務
所
長
（
旧
軍

港
市
振
興
協
議
会
派
遣
））
岡
野
昌
和
▽
人

事
室
長
兼
職
員
課
長
（
企
画
管
理
部
職
員

課
長
）
川
端
常
太
▽
契
約
検
査
室
長
兼
契

約
課
長
（
保
健
福
祉
部
次
長
兼
高
齢
者
支

援
課
長
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
）

三
上
泰
文
▽
総
務
部
次
長
兼
債
権
管
理
課
長

（
総
務
部
債
権
管
理
課
長
）
石
本
勝
則
▽
人

権
啓
発
推
進
室
長
（
人
権
啓
発
推
進
室
長
兼

啓
発
推
進
課
長
）
小
宮
山
昇
二
▽
環
境
対
策

室
長
（
清
掃
事
務
所
長
）
森
下
清
三
▽
福

祉
部
次
長
兼
高
齢
者
支
援
課
長
（
保
健
福

祉
部
次
長
）
名
内
哲
治
▽
福
祉
部
次
長
兼

　

組
織
改
編
な
ど

《
舞
鶴
市
地
方
創
生
推
進
本
部
の
新
設
》

　
基
本
目
標
に
「
交
流
人
口
３
０
０
万
人
、

経
済
人
口
10
万
人
」
を
掲
げ
、「
舞
鶴
版
総

合
戦
略
」
の
策
定
に
取
り
組
む
。

《
健
康
・
子
ど
も
部
の
新
設
》
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
の
健
康
づ
く
り
と
地
域
医

療
の
充
実
・
強
化
と
と
も
に
子
育
て
環
境

の
充
実
を
図
る
。

《
人
事
室
人
事
課
の
新
設
》
人
事
評
価
制
度

の
導
入
に
よ
る
「
人
財
」
の
育
成
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
任
期
付
職
員
や
一
般
職
非
常

勤
職
員
な
ど
多
様
な
任
用
制
度
を
活
用
し
、

効
果
的
・
効
率
的
な
組
織
運
営
を
図
る
。

《
資
産
活
用
課
と
住
宅
・
営
繕
課
の
設
置
》

　
資
産
活
用
課
は
公
共
施
設
の
再
生
の
方

向
性
や
整
理
時
期
を
明
ら
か
に
す
る
再
生

実
施
計
画
を
策
定
す
る
。
住
宅
・
営
繕
課

は
公
共
建
築
物
を
一
元
的
に
維
持
、
管
理
、

修
繕
を
行
う
。

《
企
業
誘
致
担
当
課
長
の
新
設
》
東
京
事
務

所
と
密
接
な
連
携
の
も
と
、
市
外
か
ら
の

新
規
企
業
の
誘
致
を
専
門
に
担
当
。

《
加
佐
地
域
農
業
農
村
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の

新
設
》
加
佐
地
域
に
お
い
て
、
農
業
の
振

興
と
農
村
活
性
化
の
た
め
の
取
り
組
み
を

大
庄
屋
上
野
家
を
拠
点
に
推
進
。

《
契
約
検
査
室
の
新
設
》
契
約
事
務
と
工
事
検

査
や
技
術
指
導
の
業
務
を
一
体
的
に
行
う
。

《
生
活
支
援
相
談
セ
ン
タ
ー
の
新
設
》
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
る
市
民
に
対
し
、
生

活
再
建
の
た
め
の
相
談
に
早
期
的
か
つ
包

括
的
に
応
じ
る
。

　４月１日付けで組織改編と人事異動を実施。心豊かに暮らせるまちづくり、安心のまち
づくり、活力あるまちづくりの３つの重点目標の実現に向け、必要な組織改編を行うとと
もに、職員一人ひとりが持てる能力を最大限に発揮できるよう、適材適所の職員配置を行い、
女性職員の管理職への登用に配慮し、「職員の意識改革」と「組織の活性化」を目指します。

市民に信頼され
市民の役に立つ市役所を目指して

　
副
市
長
に
堤
茂
氏

　
副
市
長
に
前
企
画
管
理
部
長
の
堤
茂

氏
（
59
歳
）
を
任
命
し
ま
し
た
。

　
堤
氏
は
、
昭
和
54
年
に
市
職
員
と
な

り
、
土
木
課
長
、
産
業
振
興
部
次
長
な

ど
を
歴
任
。
４
月
１
日
付
け
で
就
任
。

任
期
は
４
年
。

▲堤茂氏

　
副
市
長
の
職
に
あ
っ
た
馬
場
俊
一

氏
、
病
院
事
業
管
理
者
の
職
に
あ
っ
た

千
賀
義
弘
氏
が
任
期
満
了
に
よ
り
、
３

月
31
日
付
け
で
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

教
育
長
に
佐
藤
裕
之
氏

　
教
育
長
に
佐
藤
裕
之
氏
（
62
歳
）
を

任
命
し
ま
し
た
。

　
佐
藤
氏
は
、
昭
和
51
年
に
教
諭
と
な

り
、
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
長
、

市
内
小
学
校
の
校
長
を
歴
任
、
平
成
24

年
４
月
か
ら
教
育
長
を
務
め
る
。
４
月

１
日
付
け
で
就
任
。
任
期
は
３
年
。

▲佐藤裕之氏

　

馬
場
副
市
長
と

　

千
賀
病
院
事
業
管
理
者
が
退
任
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人
材
育
成
係
長
）
新
井
秀
和
▽
契
約
検
査

室
契
約
課
主
幹
兼
契
約
係
長
（
総
務
部
管

財
契
約
課
契
約
係
長
）
林
田
誠
▽
契
約
検

査
室
指
導
検
査
課
長
（
指
導
検
査
室
指
導

検
査
課
長
）
戸
田
篤
志
▽
契
約
検
査
室
指

導
検
査
課
主
幹
兼
指
導
係
長
（
指
導
検
査

室
指
導
検
査
課
主
幹
兼
指
導
係
長
）
竹
内

章
二
▽
総
務
部
資
産
活
用
課
長
（
総
務
部

管
財
契
約
課
長
）
田
中
昭
▽
総
務
部
資
産

活
用
課
主
幹
兼
総
務
係
長
（
総
務
部
総
務

課
主
幹
兼
庶
務
係
長
）
柴
田
和
憲

▽
総
務
部
税
務
課
主
幹
兼
納
税
係
長
（
議

会
事
務
局
総
務
課
主
幹
兼
庶
務
係
長
）

澤
田
浩
章
▽
総
務
部
情
報
シ
ス
テ
ム
課

主
幹
（
総
務
部
情
報
シ
ス
テ
ム
課
主
幹
兼

情
報
管
理
係
長
）
吉
崎
豊
▽
人
権
啓
発

推
進
室
啓
発
推
進
課
長
（
人
権
啓
発
推

進
室
啓
発
推
進
課
主
幹
兼
北
浜
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
所
長
）
上
枝
靖
之
▽
人
権

啓
発
推
進
室
啓
発
推
進
課
主
幹
兼
人
権
啓

発
係
長
（
人
権
啓
発
推
進
室
啓
発
推
進

課
主
幹
兼
男
女
共
同
参
画
係
長
）
道
林

博
司
▽
人
権
啓
発
推
進
室
啓
発
推
進
課

主
幹
兼
男
女
共
同
参
画
係
長
（
観
光
ま

ち
づ
く
り
室
観
光
商
業
課
商
業
振
興
係
長
）

新
谷
寿
美
子
▽
人
権
啓
発
推
進
室
啓
発
推

進
課
主
幹
兼
北
浜
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
所

長
（
市
場
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
所
長
）
山
本

哲
也
▽
環
境
対
策
室
生
活
環
境
課
主
幹
（
教

育
振
興
部
教
育
総
務
課
主
幹
）
田
中
英
樹

▽
清
掃
事
務
所
長
（
清
掃
事
務
所
主
幹
兼
管

理
係
長
）
本
合
秀
行
▽
市
民
環
境
部
市
民

課
主
幹
兼
戸
籍
係
長
（
市
民
環
境
部
市
民

課
主
幹
兼
記
録
係
長
）
浜
本
知
子
▽
市
民

環
境
部
市
民
課
主
幹
兼
生
活
安
全
係
長

（
市
民
環
境
部
市
民
相
談
課
主
幹
兼
市
民

相
談
係
長
）
荒
木
正
純
▽
西
支
所
副
支
所

長
（
企
画
室
広
報
広
聴
課
長
）
山
﨑
久
夫

▽
加
佐
分
室
長
（
総
務
部
税
務
課
主
幹
兼

土
地
係
長
）
竹
原
源
樹
▽
福
祉
部
福
祉
企

画
課
長
（
保
健
福
祉
部
保
健
福
祉
企
画
課

長
）
藤
澤
努
▽
福
祉
部
高
齢
者
支
援
課
主

幹
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
（
保

健
福
祉
部
高
齢
者
支
援
課
主
幹
兼
介
護
保

険
係
長
）岸
本
昭
彦
▽
福
祉
部
障
害
福
祉・

国
民
年
金
課
長
（
保
健
福
祉
部
障
害
福
祉

課
長
）
細
野
眞
嗣
▽
福
祉
部
障
害
福
祉
・

国
民
年
金
課
主
幹
兼
国
民
年
金
係
長
（
市
民

環
境
部
市
民
相
談
課
国
民
年
金
係
長
）
井
田

多
映
子
▽
福
祉
部
保
険
医
療
課
長
（
保
健

福
祉
部
保
険
医
療
課
長
）
福
本
一
夫

▽
福
祉
部
保
険
医
療
課
主
幹
兼
後
期
高

齢
・
福
祉
医
療
係
長
（
保
健
福
祉
部
保
険
医

療
課
主
幹
兼
後
期
高
齢
・
福
祉
医
療
係
長
）

左
織
美
紀
恵
▽
福
祉
部
保
険
医
療
課
主
幹
兼

収
納
係
長
（
市
民
環
境
部
生
活
環
境
課
主
幹

兼
環
境
政
策
係
長
）
野
村
直
司
▽
福
祉
部

福
祉
援
護
課
主
幹
（
人
権
啓
発
推
進
室
啓

発
推
進
課
主
幹
兼
人
権
啓
発
係
長
）
小
寺

雅
之
▽
福
祉
部
福
祉
援
護
課
生
活
支
援
相

談
セ
ン
タ
ー
所
長
（
総
務
部
管
財
契
約
課

主
幹
）
山
下
圭
一
▽
安
岡
園
主
幹
兼
管
理

係
長
（
安
岡
園
主
幹
兼
福
祉
係
長
）
樋
口

誠
▽
健
康
・
子
ど
も
部
健
康
づ
く
り
・
地

域
医
療
課
長
兼
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
（
保

健
福
祉
部
健
康
増
進
課
主
幹
兼
企
画
管
理

部
職
員
課
主
幹
（
職
員
健
康
管
理
担
当
））

山
﨑
浩
美
▽
健
康
・
子
ど
も
部
健
康
づ
く

り
・
地
域
医
療
課
主
幹
（
総
務
部
管
財
契

約
課
庁
舎
・
車
両
管
理
係
長
）
宮
嶋
龍
二

▽
健
康
・
子
ど
も
部
健
康
づ
く
り
・
地
域

医
療
課
付
主
幹
（
地
域
医
療
連
携
機
構
派

遣
）（
保
健
福
祉
部
健
康
増
進
課
主
幹
兼

地
域
医
療
係
長
）
浜
本
一
▽
健
康
・
子
ど

も
部
健
康
づ
く
り
・
地
域
医
療
課
付
主
幹

（
地
域
医
療
連
携
機
構
派
遣
）（
保
健
福
祉

部
健
康
増
進
課
付
主
幹
（
地
域
医
療
連
携

機
構
派
遣
））
島
田
敦
司
▽
健
康
・
子
ど

も
部
子
ど
も
支
援
課
主
幹
兼
子
ど
も
福
祉

係
長
（
子
ど
も
未
来
室
子
ど
も
支
援
課
主

幹
兼
子
ど
も
福
祉
係
長
）
山
本
幸
子
▽
健

康
・
子
ど
も
部
子
ど
も
支
援
課
主
幹
兼
少

年
補
導
セ
ン
タ
ー
所
長
（
子
ど
も
未
来
室

子
ど
も
支
援
課
子
育
て
支
援
係
長
）
志
賀

洋
一
▽
健
康
・
子
ど
も
部
子
ど
も
支
援
課

子
ど
も
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
所
長
（
子
ど

も
未
来
室
子
ど
も
支
援
課
主
幹
兼
少
年
補

導
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
子
ど
も
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー
所
長
）
冨
永
正
▽
健
康
・
子
ど
も

部
子
ど
も
支
援
課
子
育
て
支
援
基
幹
セ
ン

タ
ー
所
長
（
子
育
て
交
流
施
設
等
）（
子

ど
も
未
来
室
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援

基
幹
セ
ン
タ
ー
所
長
）中
西
阿
里
▽
健
康・

子
ど
も
部
子
ど
も
育
成
課
長
（
子
ど
も
未

来
室
子
ど
も
育
成
課
長
）
北
川
晴
美
▽
健

康
・
子
ど
も
部
子
ど
も
育
成
課
主
幹
（
保

育
所
担
当
）
兼
う
み
べ
の
も
り
保
育
所
長

（
中
保
育
所
長
）
島
田
久
子
▽
観
光
ま
ち

づ
く
り
室
文
化
振
興
課
主
幹
兼
舞
鶴
引
揚

記
念
館
世
界
記
憶
遺
産
推
進
係
長
（
観
光
ま

ち
づ
く
り
室
文
化
振
興
課
舞
鶴
引
揚
記
念

館
世
界
記
憶
遺
産
推
進
係
長
）
濵
田
真
義

▽
産
業
振
興
部
企
業
立
地
・
雇
用
促
進
課
企

業
誘
致
担
当
課
長
（
企
画
室
企
画
政
策
課
主

任
）
小
島
宏
▽
産
業
振
興
部
農
林
課
長
（
産

業
振
興
部
農
林
課
主
幹
）
吉
田
章
洋
▽
産

業
振
興
部
農
林
課
主
幹
兼
農
政
係
長
兼
加

佐
地
域
農
業
農
村
活
性
化
セ
ン
タ
ー
所
長

（
産
業
振
興
部
農
林
課
主
幹
兼
農
政
係
長
）

桑
垣
義
亮
▽
国
・
府
事
業
推
進
室
国
・
府

事
業
推
進
課
長
（
国
・
府
事
業
推
進
室

国
・
府
事
業
推
進
課
主
幹
兼
西
舞
鶴
道

路
推
進
係
長
）
岸
本
浩
▽
建
設
部
建
設

総
務
課
主
幹
兼
建
設
計
画
係
長
（
建
設

部
建
設
総
務
課
主
幹
兼
企
画
調
査
係
長
）

松
本
眞
一
▽
建
設
部
都
市
計
画
課
主
幹
兼

計
画
係
長
（
環
境
対
策
室
生
活
環
境
課
管

理
係
長
）
上
羽
讓
司
▽
建
設
部
土
木
課
長

（
建
設
部
土
木
課
主
幹
）
大
草
修
▽
建
設

部
土
木
課
主
幹
（
建
設
部
土
木
課
管
理
係

長
）
大
槻
成
雄
▽
建
設
部
土
木
課
主
幹
（
建

設
部
土
木
課
整
備
係
長
）
白
木
治
彦
▽
建
設

部
住
宅・営
繕
課
主
幹
兼
市
営
住
宅
係
長（
建

設
部
建
築
住
宅
課
主
幹
兼
管
理
係
長
）
豊
田

兼
也
▽
建
設
部
住
宅
・
営
繕
課
主
幹
兼

設
備
係
長
（
建
設
部
建
築
住
宅
課
主

幹
兼
設
備
係
長
）
藤
村
泰
三
▽
下
水
道

部
下
水
道
建
設
課
長
（
水
道
部
水
道
建
設
課

長
）
大
岡
正
之
▽
下
水
道
部
下
水
道
建
設
課

主
幹
兼
計
画
・
施
設
係
長
（
下
水
道
部
下
水

道
建
設
課
計
画
・
施
設
係
長
）
東
山
直
▽
西

浄
化
セ
ン
タ
ー
所
長
（
国
・
府
事
業
推
進
室

国
・
府
事
業
推
進
課
長
）
田
中
洋
▽
議
会
事

務
局
総
務
課
主
幹
兼
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5 月中旬に軽自動車税の納税通知書を送付

　５月中旬に 50cc バイクや軽自動車などの軽自動車税
納税通知書を郵送。納期限は６月 1 日㈪まで。
　障害者手帳をお持ちの人で一定の要件に該当する人に
は減免制度があります。申請は５月 25 日㈪まで。
▶軽自動車税のお問い合わせは税務課（☎ 66・1026）へ。
▪京都府から普通自動車税のお知らせ
　普通自動車税の納期限は６月１日まで。期限内の納付を。
▶普通自動車税のお問い合わせは、中丹広域振興局企画
総務部税務室（☎ 62・2502）へ。

軽自動車税の税率改正のお知らせ

　軽自動車税の税率が下表のとおり変わります。なお、
原動機付自転車、軽二輪車、二輪の小型自動車、小型特
殊自動車の税率改正は国の税制改正により税率引き上げ
の実施年が１年間延期となり、平成 27 年度は改正前の
税率となります。
　また、平成 28 年度課税から、初度検査年月（最初の
新車新規登録年月）から 13 年を経過した三輪および四
輪以上の軽自動車は、経年重課の税率が適用されます。
▶詳しくは、税務課（☎ 66・1026）へ。

車種区分
税率（年額）

平成27年度 平成28年度以降

　原動機付
　自転車

　50cc 以下 1,000 円 2,000 円

　50㏄超 90㏄以下 1,200 円 2,000 円

　90㏄超 125㏄以下 1,600 円 2,400 円

　ミニカー 2,500 円 3,700 円

　軽二輪車 　125㏄超 250㏄以下 2,400 円 3,600 円

　小型二輪車 　250㏄超 4,000 円 6,000 円

　小型特殊自動車
　農耕作業用 1,600 円 2,000 円

　その他 4,700 円 5,900 円

車種区分

税率（年額）

初度検査年月 経年重課

平成 27 年 3 月 31 日
以前登録車両

平成 27 年 4 月 1 日
以後登録車両

新車新規登録から
13 年を超えた車両

軽
自
動
車

三輪 660㏄以下 3,100 円 3,900 円 4,600 円

四輪以上
660㏄
以下

乗
用

自家用 7,200 円 10,800 円　 12,900 円　

営業用 5,500 円 6,900 円 8,200 円

貨
物
用

自家用 4,000 円 5,000 円 6,000 円

営業用 3,000 円 3,800 円 4,500 円

木造住宅の耐震改修に助成

　災害に強いまちづくりを進めるため、市内にある木
造住宅の耐震診断や耐震改修に係る費用の一部を助成。

《共通》受付期間は５月 11 日㈪～ 29 日㈮。対象住宅
はいずれも昭和 56 年５月 31 日以前に建てられた住宅
で、延べ面積の２分の１以上を居住に使用しているも
の。申し込みは、専用用紙に必要書類を添付し、都市
計画課へ。

《耐震診断士を派遣》
【募集戸数】　５戸（先着順）
【負担額】　3,000 円
【提出書類】　自己診断書に登記事項証明書など建築年
などの分かる書類を添付

《耐震改修費用の助成（本格改修型）》
【対象工事】改修後の評点が 1.0 以上となる耐震改修設
計や耐震改修工事

【募集戸数】３戸（先着順）
【助成金額】対象工事費の４分の３（限度額 90 万円）
【提出書類】耐震診断結果報告書、工事などの見積書、
改修内容の分かる書類など

《耐震改修費用の助成（簡易改修型）》
【対象工事】屋根の軽量化、耐震壁の増設、床面の補強、
基礎の改修、その他耐震性が向上する工事

【募集戸数】７戸（先着順）
【助成金額】対象工事費の４分の３（限度額 30 万円）
【提出書類】工事の見積書、改修内容の分かる書類など
▶詳しくは、都市計画課（☎ 66・1048）へ。

人間ドック・脳ドック受診費用を助成

【対象者】▪舞鶴市の国民健康保険の加入者で次のいず
れにも該当する人❖ 30 歳以上（脳ドックは 40 歳以上）
で入院・妊娠していない❖保険料を滞納していない
▪市内在住の後期高齢者医療制度の加入者

【自己負担額】
▪市内医療機関
❖人間ドック（12,960 円）❖脳ドック（12,960 円）
❖人間ドック＋脳ドック（24,680 円）
※追加で骨密度測定、肝炎ウイルス検査（B 型・C 型）
も受診可（各 610 円）
▪明治国際医療大附属病院（南丹市）
❖人間ドック（10,814 円）
❖人間ドック＋脳ドック（19,307 円）

【受診期間】来年３月 31 日㈭までに指定の医療機関で
【その他】人間ドックを利用の場合は特定健康診査は
受診不可

【申し込み方法】５月 15 日㈮～７月 31 日㈮までに保険証
と印鑑を持って、保険医療課または西支所保健福祉係へ
▶詳しくは、同課（☎ 66・1106）または同係（☎ 77・
2253）へ。
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市政情報 BOX

舞鶴の食 BRAND BOOK（夏秋版）を発行

　新鮮な魚介類をはじめ良質な農産物の宝庫である舞鶴
市には、四季をとおして豊富な「食」があります。「食」
に関わる生産者から調理人までの「こだわり」を紹介し
ながら、舞鶴の「食」がおいしい理由、「食」の魅力を

地域力再生活動に助成

【対象・内容】ボランティア団体や NPO 法人、自治会
などが取り組む環境保全・子育て支援・福祉・防犯活動
などに係る経費（事業費 15 万円以上で平成 27 年度中
に事業を完了すること）。

【交付率】事業費の３分の２以内または全額（事業の種
類により限度額あり）

【申し込み方法】６月１日㈪までに所定の用紙（企画政
策課、中丹広域振興局に備え付け）で同課へ。
▶詳しくは、企画政策課（☎ 66・1042）か中丹広域振
興局（☎ 62・2031）へ。

外国人観光客の誘客に向けたセミナーを開催

　外国人観光客の誘客と、商売につながる事業の先進事例
などを学ぶインバウンドセミナーを開催。無料。

【日時】５月 29 日㈮ 14 時～ 16 時
【場所】赤れんが２号棟
【内容】WILLERALLIANCE・京都丹後鉄道のインバウ
ンド戦略について　ほか

【対象】観光に関わる事業者など
【申し込み方法】参加者（団体名）と連絡先を、電話
（まいづる広域観光公社、77・5400）かファクス（77・
5401）、電子メール（ryoko@maizuru-kanko.net) で。
▶詳しくは、観光商業課（☎ 66・1024）へ。

土砂災害（特別）警戒区域などの指定

　「土砂災害警戒区域」「土砂災害特別警戒区域」に新た
に 34 地区 525 か所が指定。これで、市内の指定か所数
は 2,085 か所になりました。市では、住民の皆さんの
土砂災害に対する意識を高め、円滑に避難していただく
ため、区域の指定にあわせて、順次「土砂災害ハザード
マップ」を作成し、全戸配布しています。なお、指定さ
れた区域は京都府ホームページ（http://www.pref.kyoto.
jp/dosyashitei/index.html) で確認できます。
▶詳しくは、国・府事業推進課（☎ 66・1047）へ。

平成 26 年度版　環境白書を作成

　舞鶴市環境基本計画に基づき、市が実施している施策
の進捗状況と、市域の大気や水質、廃棄物などの環境状
況を紹介する「舞鶴の環境～平成 26 年度版環境白書」（Ａ
４版・40㌻）を作成しました。
　生活環境課、情報公開コーナー、西支所、加佐分室、東・
西図書館、大浦・城南会館、各公民館で配布。内容は市
ホームページにも掲載。
▶詳しくは、生活環境課（☎ 66・1064）へ。

【募集】まいづるの「働く場」を PR

　就職希望者に対して市内企業の採用情報をホーム
ページでリアルタイムに提供する、「舞鶴働く場ガ
イド」の掲載企業を募集します。

【対象事業所】市内に就業場所があり、今年度中に正社
員の採用予定がある事業所

【掲載料金】2,000 円（平成 28 年２月末までの掲載予定）
【募集企業数】50 社（先着順。ただし業種ごとの定数
を設ける場合あり）

【申し込み方法】所定の用紙（市および舞鶴市雇用対策
協議会ホームページからダウンロード可）で。
▶詳しくは、舞鶴市雇用対策協議会事務局（企業立地・
雇用促進課内、☎ 66・1021）へ。

発信するブランドブック
を作成しました。観光プロ
モーションに活用してい
きます。
▶詳しくは、観光商業課

（☎ 66・1024）へ。

6 月 1 日は人権擁護委員の日

　法務大臣から委嘱を受けた人権擁護委員がいじめ
や差別などの相談に随時応じています。秘密厳守。
無料。法務局舞鶴支局で受け付け。（敬称略）

【人権擁護委員】❖江宮文夫（福来）❖川尻治彦（浜）
❖佐藤明子（浜）❖鈴木孝子（余部上）❖谷公人（余部上）
❖寺島勝（上安久）❖南部久美（岡田由里）❖福島
イツヨ（公文名）❖藤村由紀（大波上）❖村尾幸作

（丸山中町）❖山田敏子（西吉原）
《特設相談所を開設》６月１日㈪９時～ 12 時と 13
時～ 16 時、市政記念館。面接相談（個室、秘密厳守）。
無料。申し込み不要。
▶詳しくは、法務局舞鶴支局（☎ 76・0858）へ。

認知症高齢者行方不明情報をメールで配信

　「まいづるメール配信サービス」を利用した認知症
行方不明者情報の提供を開始しました。
　これは、舞鶴警察署からの連絡をもとに行方不明者
情報をメールでお知らせし、皆さんにご協力をお願
いして早期発見を目指すものです。「その他緊急情報」
で配信しますので、メール登録をお願いします。
▶詳しくは、高齢者支援課（☎ 66・1008）へ。
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「引き揚げ」の記憶を次世代へ

　引揚記念館に展示・保管している海外からの引き揚
げやシベリア抑留などに関する約１万２千点の資料の
中から、今回は「端野信二の学生服」を紹介します。

　端野信二さんは、岸壁の母のモデルとなった端野い
せさんの一人息子で、大正 14 年に函館で生まれました。
　父親と妹が亡くなった後、母と２人だけの生活とな
り経済的には恵まれませんでしたが、成績優秀だった
ことや着物の仕立てや衣類の洗濯などをして生計を立
てていた母いせさんの応援もあって、旧制中学から立
教大学へ進学。学生服はそのころに着ていたものと思
われます。学生服には何か所か破れたところを縫った
跡もみられ、大切に着ていたことがわかります。また、
アルミ製のボタンがすべて残っており、戦時中の金属
不足による金属の供出ではボタンを提供しなかったと
みられ、学生服に対する深い思い入れがあったのでは
ないかと推測されます。
　太平洋戦争終盤に戦況が悪化していく中、学生も兵
士とならざるを得なくなり、大学に在学中だった信二
さんも昭和 20 年ごろに満州に駐留する関東軍に志願 ▶詳しくは、引揚記念館（☎ 68・0836）へ。

▲端野信二の学生服

し ま し た。 そ の 際
に「１人残される母
の身になってくださ
い」と引き止める母
いせさんに次のよう
に語ったといいます。
　「兵隊なら満州のほ
うが安全だ。〈中略〉
心配せずに行かせて
ください」。兵役から
逃れることのできな
い運命の中にありながらも、心から母を気遣う気持ち
が伝わってきます。
　信二さんは昭和 20 年８月 15 日ごろに牡丹江省（中
国）で戦死したとされています。息子の帰りを待ちわ
びた母いせさんは、この学生服に再び信二さんが袖を
通す日を夢見ながら、無事を願っていたことでしょう。

　厚生労働省の調査によると、「子どもの貧困率」（平
均的な所得の半分を下回る世帯で暮らす 18 歳未満の
子どもの割合）は、平成 24 年時点で 16.3㌫。実に子
どもの６人に１人が貧困状態にあり、特にひとり親家
庭の貧困率は 54.6㌫と極めて高くなっています。この
ような経済的な貧困が原因で、親が子どもにかまう余
裕をなくし、愛情の貧困、心の貧困、社会的なつなが
りの貧困を生み出しています。義務教育さえ受けられ
ない子どもたち、無戸籍のためその存在すら知られて
いない子どもたちがいます。
　今年２月、川崎市で中学１年の少年が殺害された事
件がありました。母親のコメントに「…ただ、息子が
学校に行くよりも前に私が出勤しなければならず、ま
た、遅い時間に帰宅するので、息子が日中何をしてい
るのか十分に把握することができていませんでした。
家の中ではいたって元気であったため、私も学校に行
かない理由を十分に時間をとって話し合うことができ
ませんでした…」とありました。少年の母親は介護職
として勤務し、女手一つで５人の子どもを育てていま
した。コメントからは、厳しい経済状況から仕事に追
われ、子どもとの時間を持つ余裕のないひとり親家庭
の苦悩がうかがわれます。

広げよう人権の輪　～見過ごしてはならない「子どもの貧困」～ 

　昨年、「子どもの貧困対策の推進に関する法律」が施
行されました。この法律には「子どもの将来がその生
まれ育った環境によって左右されることのないよう、
貧困の状況にある子どもが健やかに育成される環境を
整備するとともに、教育の機会均等を図るため、子ど
もの貧困対策を総合的に推進すること」を目的とする
と書かれています。こうした国の動きの中、私たちは
大切な子どもの人権が奪われている状況について関心
を持ち、地域で子どもを守り育てていくためには何が
できるかということを考え、実行することが大切なの
ではないでしょうか。

《人権啓発推進室》
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▶詳しくは、東図書館（☎ 62・0190）
　　　　　　西図書館（☎ 75・5406）へ。

　日本古来の色彩美を、京都の風物詩や
自然、美術工芸品や染色、装束などを通
してたのしめる本「曙

あけぼの

色」「躑
つ つ じ

躅色」な
どの赤系 48 色をはじめ、全 211 色の色
名解説やカラーデータも掲載されていま
す。　　　　　　　　　　　　　（西）

建築がすごい世界の美術館
パイインターナショナル

京の色百科
河出書房新社

図書館だより ～ 今月のおすすめ本 ～

　もとは王家や貴族の宮殿だった建物、
駅舎や発電所を改装したもの、巨大な生
き物や植物、波のような形のものなど、
ページを開くごとに個性的な美術館が目
に飛び込んできます。建物だけでも見に
行きたくなる美術館、博物館を集めた写
真集です。　　        　　　　　　　（東）

ごみブクロウの ごみ環境ワードパズル

防災 Q & A

　ヒントを見て、1 から６のタテの欄にあてはまる言葉
を入れてね。緑枠の欄が答えになります。

　私は平成 23 年２月に市長に就任して、２ヶ月程経過し
た時に、若手職員から「市長は雲の上の人」と言われた。
このことを聞いて市役所内のコミュニケーションに課題が
あると感じた。そこで、様々な課題に対して心を一つにし
て取り組むことができるように、私と若手職員（主査299名、
係長 187 名の合計 486 名）が互いの思いや考え方を理解し、
組織としての一体感や士気を高めることを目的として市長
ミーティングを実施した。１班を 10 ～ 12 名で編成し、１
回につき１時間程度で、フランクな対話形式となるように
配慮した。ミーティングでは事前に６題位のテーマを設定
し、当日にその中から１つだけを選んで話し合った。テー
マとして、①ボランティアとは、②人は失敗体験で学ぶ方
が良いのか、成功体験の方が良いのか？、等々いずれも明
確な解答は無いテーマであり、若手職員の様々な意見を聞
いた後に、私自身の考え方を述べる中で、私の信条や理念
を伝えることができた。私はミーティングで、私と若手職
員とは同じ目線で話し合うべきと考えており、役職をかさ
にして威張ることは最低であると話した。役職は仕事の守
備範囲を定めるもので、広い範囲を任された私は若手職員
をはじめ多くの職員の支えが必要である。私はこの考え方
を基本として職務に邁進したいと思っている。

「若手職員とのミーティング」

１  ○○○○の水切りしっかり、におい予防！
２  夏は玄関先に ○○○○をして涼しい風を取り込もう
３  個体数が著しく減少しているもの　 ○○○○危惧種
４  買い物にはマイバッグやマイ ○○○○を使おう
５  お風呂の ○○○○は洗濯に活用
６  野菜の皮やヘタは ○○○にして再利用

（答えは 22 ページ）　　　　　　　　　《生活環境課》

１ ２

３

４

５

６

～ 降水量編 ～

Q　降水量を表す単位は何でしょう？
①　mm　②　％　③　hPa
A　降水量とは雨がその場にとどまって蒸発しないとした
とき、どれほどの高さになるかを表したものです。たと
えば 100mm の雨が降った場合、雨がその場にとどまる
と 100mm（10cm）の高さになります。仮に 25 ｍプー
ル（幅 12 ｍ）に雨が 10cm たまると、なんと約 30㌧も
の重さになるのです。正解①。

Q 　舞鶴市の観測開始日（昭和 22 年４月１日）以降の
最大日降水量はいくらでしょう？
① 110.5mm　② 277.0mm　③ 445.5mm
A 　昭和 28 年９月 25 日、台風 13 号の影響により１日
で 445.5mm の雨が降りました。このときは東西市街地が
水没するなど舞鶴市の全域にわたり被災しました。正解③。
②は平成 16 年台風 23 号の際に観測されたものです。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　《危機管理・防災課》

５月 30 日は
何の日？

【ヒント】

25 ｍプール（幅 12 ｍ）に
100mm たまると水の重さは約 30㌧

）
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ドクターＴのひとりごと
その 33

100mm（10cm)
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我が家
の

タ カ ラ モ ノ

《 平成 26 年度寄付金 》
　平成 26 年度中にいただいた寄付金は、20 件 158 万
8,025 円。皆さんのお志に沿うよう「市民福祉ささえあ
い基金」に積み立て、高齢者や障害がある人を対象とし
た福祉事業に活用させていただきます。また、ふるさと
納税にいただいた、44 件 1,199 万 4,000 円は、「ふるさ
と応援基金」へ積み立て、舞鶴の歴史と文化を生かした
まちづくりなどに活用させていただきます。

寄付金・寄贈品など
温かい善意をありがとうございました

　平成 26 年度に市に寄せられた寄付についてお知らせ
します。寄付していただいた皆さんは次のとおり。なお、
匿名を希望されている方については掲載していません。
　　　　　　　　《企画政策課、福祉企画課、教育総務課》

【寄付金】（敬称略）
▪個人　今田壽孝（西方寺）、橘時夫（引土）、松嶋康晴（森）
苅田八重子（浜）、小西唯丹（城陽市）、中野美智子（大阪市）、
横井陽子（大阪市）、田宮繁樹（掛川市）、佐藤慎一（千葉市）、
阿波田絹子（東京都）、柳田法明（京都市）、藤村喜代子（京
田辺市）、崎山健二（川崎市）、丸山忠一（亀岡市）、森田
信彦（京都市）、郡司万枝（東京都）、谷川紀彦（逗子市）、
三宅卓（東京都）、大山正（神戸市）、大山康子（神戸市）、
壷内啓史（向日市）、柳生じゅん子（東京都）、星野純一（常
陸太田市）
▪団体　京都丹の国農業協同組合、舞鶴商工会議所女性会、
まいづるケアマネジャー連絡会、金屋町等地主会、舞鶴アマ
チュアカラオケ連盟、全京都建築労働組合舞鶴支部、美鶴会

【寄贈品】（敬称略）
▪個人　❖山本喜世司（宇治市）…記念杯❖田主誠（茨木市）
…版画❖森岡寿美（福井県）…図書・ビデオカメラ
▪団体　❖舞鶴みなとライオンズクラブ…児童図書など
❖舞鶴ライオンズクラブ…ランドセルカバー・登下校用交
通安全旗❖国際ソロプチミスト舞鶴…児童図書❖京都府
信用漁業協同組合連合会…災害対策車・土のう製作器
❖余内区長連合会…長机・除雪機❖（一財）舞鶴交通安
全協会…安全傘❖（一社）京都府トラック協会…下敷き
❖吉原小学校昭和 42 年度卒業生有志…ワンタッチテント

藤原 彰
あ き と

人くん（８か月）
　祝 初節句！元気でたくましい子
　に育ってください。

山添 彩
さ い か

加ちゃん（２歳８か月）
　我が家のやんちゃ娘で～す !!

加納 宗
そ う じ

侍くん（１歳４か月）
　生まれて初めてのシャボン玉に　
　興味津々 ! 触りたいけど触れない～

【対象】０歳～３歳の誕生日を迎えるまでの子ども
【掲載する人数】10 人程度（多数の場合抽選）
【応募に必要なもの】❖掲載する写真 １枚
❖応募者の住所、氏名、電話番号と掲載するお子さんの
氏名（フリガナ）、生年月日、一言コメント《様式は自由》

【応募方法】５月 10 日㈰までに持参か郵送（〒 625-8555
広報広聴課「我が家のタカラモノ」係）で広報広聴課へ。

【その他】❖写真は返却しません。
❖提供いただいた個人情報は目的以外では使用しません。
▶詳しくは、広報広聴課（☎ 66・1041）へ。

６月号に掲載する写真を募集中

【21㌻ごみ環境ワードパズルの答え】ごみぜろのひ（ごみゼロの日）
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CAMERA EYE

　４月４日と５日、文化公園体育館で
「ジュニアクイーンズカップレスリング
選手権大会」が開催されました。この

舞鶴で初めての開催

　舞鶴湾で約 10 か月育成されてきた「京のブランド産品」
の「丹後とり貝」は、４月 20 日から市内外に向けて出荷

が始まり、６月までに約 20 万個の出荷が見込まれています。
　また、約３年間育成され、紫外線殺菌装置で生食用処理がなされ
た「育成岩がき」も４月 24 日から出荷が始まり、８月（予定）まで
に約 15 万個の出荷が見込まれています。

4
20/

国際交流員が交代

全力で試合に挑む選手たち

丹後とり貝の選別作業

「丹後とり貝」「育成岩がき」
　　　　　　　　　の出荷が始まる

大会会場の様子

4
4・ 5/

ジュニアクイーンズカップレスリング選手権大会

3
31/ 　平成 26 年度の国際交流員の崔銘哲（さい 

めいてつ）さんが３月 31 日に離任。崔さん
は「この１年間はとても有意義なものでした。中国語講座、
学校訪問、海フェスタなど、これまで体験したことのない
仕事に取り組み、全てやり遂げることができました。講座
の生徒たちの無邪気な笑顔、同僚たちの励まし、市民の皆

さんからいただいたたくさんの笑顔を一
生忘れることはないでしょう。きれいな
青空と甘い空気に恵まれた舞鶴の明るい
未来を期待しております」と思いを語り
ました。

　友好都市・大連市
（中国）から産業振興

や文化交流などの橋渡し役として平
成 27 年度舞鶴市国際交流員に鄒悦

（すう えつ）さんが着任。来年４月
までの１年間、舞鶴と海外との経

済交流や市民の国際交流活動の支援などを担当します。
辞令の交付を受けて「中国語講座や出前講座などを通
じて、大連市の魅力や、あまり知られていない中国の
文化を知ってほしいと思います。市民の皆さんとの交
流を楽しみにしています」と抱負を述べました。

4
13/

大会は、女子レスリング登竜門の大会として知られ、
全国から 416 人の選手が舞鶴を訪れ、日ごろの練習の
成果を発揮。

吉田沙保里さんも開会式に登場！
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　舞鶴からも、小
学 1 ～６年生 10 人
の選手が出場しま
した。
　また、８月には
全国高等学校総合
体育大会のレスリ
ング競技会が同体
育館で開催されま
す。
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５月のカレンダー

※受診は、できる限り昼間の時間帯にお願いします。
また、軽症などの緊急を要しない症状の場合は、できる限り平
日の診療時間内に「かかりつけ医」での受診をお願いします。

休日・土曜日の救急・急病診療

日 診療時間 当番病院（内科・外科）
   ２日㈯ 開業医の診療終了後

舞鶴医療センター（☎ 62・2680）
   ３日㈰

９時から
   ４日㈪ 舞 鶴 共 済 病 院（☎ 62・2510）

   ５日㈫ 舞鶴赤十字病院（☎ 75・4175）

   ６日㈬ 舞鶴医療センター（☎ 62・2680）

   ９日㈯ 開業医の診療終了後
舞 鶴 共 済 病 院（☎ 62・2510）

 10 日㈰ ９時から

 16 日㈯ 開業医の診療終了後
舞鶴赤十字病院（☎ 75・4175）

 17 日㈰ ９時から

  23 日㈯ 開業医の診療終了後
舞鶴医療センター（☎ 62・2680）

  24 日㈰ ９時から

  30 日㈯ 開業医の診療終了後
舞 鶴 共 済 病 院（☎ 62・2510）

  31 日㈰ ９時から

休日の小児科一次診療

日 診療時間 当番病院
   ３日㈰

９時～ 18 時

※受け付けは
17 時 30 分まで

舞鶴医療センター （☎ 62・2680）
   ４日㈪ 舞 鶴 共 済 病 院 （☎ 62・2510）
   ５日㈫ 舞鶴赤十字病院 （☎ 75・4175）
   ６日㈬ 舞鶴医療センター （☎ 62・2680）
 10 日㈰ 舞 鶴 共 済 病 院 （☎ 62・2510）
 17 日㈰ 舞鶴赤十字病院 （☎ 75・4175）
  24 日㈰ 舞鶴医療センター （☎ 62・2680）
  31 日㈰ 舞 鶴 共 済 病 院 （☎ 62・2510）

納　　期

種　類 納期限
　軽自動車税 （全期） ６月１日㈪

水道修理

※ 17 時以降は市役所（☎ 62・2300）か西支所（☎ 75・2250）へ。
（今月から 19 時以降から 17 時以降に時間が変更になりました）

当番会社
イズミテック㈱ （☎ 76・3451）

※いずれも 400㍉㍑のみ
※骨髄バンクドナー登録会を同時開催

日 受付時間 会場

 23 日㈯ ９時～ 12 時 志摩機械㈱

 24 日㈰
９時 30 分～ 12 時

田辺城まつり会場
13 時～ 15 時 30 分

献血の日程

※１
※２

※３

受付時間は平日の８時 30 分～ 16 時 30 分。専用電話（☎ 64・5953）へ。
舞鶴保健興業㈲が収集する区域＝東地区（寺川以西）、中地区（全域）、
西地区（吉原、匂崎）は５月１日・２日も休業。
土・日曜日の持ち込みは、事前に予約が必要。予約は平日の８時 30
分～ 16 時 30 分に同プラザ（☎ 64・7222）へ。

日
収集ごみ 粗大ごみの

戸別収集
申込受付※1

し尿の
収集

ごみの持ち込み

可燃 不燃 清掃
事務所

リサイクル
プラザ

  １日㈮ ○ ○ ○ ※2

８時 30 分
～ 16 時

８時 30 分
～ 16 時
※３

  ２日㈯ ○ 休 休 ※2

 ３日㈰ 休 休 休 休

 ４日㈪ 休 ○ 休 休

  ５日㈫ 休 ○ 休 休

  ６日㈬ 休 ○ 休 休

ごみ・し尿の収集

【会場・日時】下表のとおり
【内容】筋力、柔軟性、バランス能力などのトレーニングやスワロビクスなど
【対象】65 歳以上（多数の場合は抽選）※初めての人を優先、要支援・要介護認定者は除く

【参加費】月 2,000 円
【申し込み方法】５月７日㈭～ 14 日㈭に電話で各会場へ。

会場・申込先 実施期間 曜日・時間 定員
 南公民館

（申し込みは、㈱ PEP
 ☎ 66・3330 へ）

６月２日～
来年３月 29 日

毎週火曜日
14 時～ 16 時 50 人

 城南会館
（申し込みは、NPO
 法人まちづくりサポ
 ートネットワーク☎
 080・1430・6086へ）

６月５日～
来年３月 25 日

毎週金曜日
14 時～ 16 時 45 人

会場・申込先 実施期間 曜日・時間 定員
 中央公民館

（申し込みは、㈱
 PEP ☎ 66・3330
 へ）

６月５日～
来年３月 25 日

毎週金曜日
10 時～ 12 時 60 人

 大浦会館
（☎ 68・2010） ６月２日～

来年３月 22 日

毎週火曜日
９時 30 分～ 11 時 30 分 30 人

 加佐公民館
（☎ 83・0014）

毎週火曜日
13 時 30 分～ 15 時 30 分 30 人

いつまでも元気に健康で過ごすために

「高齢者生き生きトレーニング教室」  参加者を募集
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　会場名の記載がない催しは保健センターで開催。申し込みは、特に指定がない場合は同センターへ。
協力医療機関についてのお問い合わせも同センターへお願いします。

５月の保健センターのお知らせ ☎ 65・0065
ＦＡＸ 62・0551

対象 内容 その他

乳幼児健診 ３か月 ･10 か月 ･
１歳６か月 ･ ３歳児 ❖身体計測　❖問診　❖医師の診察　など 　該当者には通知。対象などは同センターか

市ホームページでご確認を。転入や紛失など
で予診票がない人は、同センターへ連絡を。

《子宮頸がん予防ワクチンの接種》
　国の通知により現在、積極的にお勧めして
いません。ただし、有効性とリスクを理解し
た上で接種することはできます。

予防接種
（協力医療機関
で個別接種）

乳幼児
❖ヒブ　❖小児用肺炎球菌　❖四種混合１期  ❖ＢＣＧ
❖麻しん風しん１期・２期　❖水痘　❖日本脳炎１期
❖不活化ポリオ　

児童・生徒 ❖三種混合２期　❖日本脳炎２期　❖子宮頸がん予防

対象 日時 内容 定員 料金 申し込み

健やか育児相談 乳幼児の保護者 ５月 18 日㈪
９時 30 分～ 11 時

❖育児の悩み相談
❖歯・食事の相談
❖身体計測　など

なし 無料 不要

離乳食教室 ５～６か月児の保護者 ５月 22 日㈮
14 時～ 15 時 30 分 離乳食開始後の話と試食 先着

15 人 無料 ５月７日㈭から電話で

心の健康相談室 市内在住の人 ５月 25 日㈪
11 時～ 15 時 45 分

子育ての悩みや人間関係、
仕事のストレスなど

先着
３人 無料 ５月７日㈭～ 22 日㈮に

電話で

歯っぴースマイル教室
（２歳児むし歯予防教室）
※各１回のみ参加可

２歳６
か月児

平成 24 年６月 17 日～
11 月 30 日生まれ ５月 28 日㈭

９時～ 10 時 45 分

❖歯の話
❖歯科健診
❖フッ素塗布

先着
20 人 300 円 ５月 18 日㈪から電話で

２歳児 平成 24 年 12 月 15 日～
25 年６月５日生まれ

健康診査・予防接種

教室・相談

　大腸がん検診と舞鶴市国民健康保険加入者対象の特
定健康診査が６月から開始。今年度から、保健センター
や公民館などで受診する「集団検診」か実施医療機関
での「個別検診」のどちらかを選択できるようになり、
検診がより受けやすくなりました。
　特定健康診査の対象者には、５月下旬に案内を送付、
大腸がん検診の詳細は、広報まいづる６月号でお知ら
せします。この機会にぜひ受診してください。

　健康づくりに欠かせない
食事の大切さを知ってもら
うため、管理栄養士が出前
講座を実施します。

【実施期間】来年３月末まで
【場所】申込者で準備を
【内容】高齢者の食事・低栄養予防・生活習慣病予防
【対象】10 ～ 30 人の市民で構成する団体
【申し込み方法】実施日の１か月前までに電話で。

　保健センターでは、毎月
１回「保健センターだより」
を発行しています。自治会
回覧のほか、市ホームペー
ジにはバックナンバーも掲
載。ぜひご覧ください。

大腸がん検診と特定健康診査 元気は食事から

ご存知ですか？

受診方法が変更  より受けやすく “食”介護予防出前講座

「保健センターだより」

▲講座の様子

◀
平
成
27
年
４
月
号

2015 - 525 maizuru

大腸がん検診

特定健康診査

集団検診
◦保健センターや公民館などで実施
◦申し込みが必要

個別検診

◦検診実施医療機関で実施
◦申し込みは不要

【選べる受診方法】

集団健診
◦保健センターや公民館などで実施
◦申し込みは不要

個別健診

◦健診実施医療機関で実施
◦申し込みは不要
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定

時 場

料

内

他

講

申

対

問

▪略語の見方
　 ＝日時　　　　　　　＝場所・会場　　＝内容　　　＝講師　　　　　　＝対象
　 ＝定員、募集人数　　＝料金　　　　　＝その他　　＝申し込み方法　　＝問い合わせ先

催
し

教
室
・
講
座

募
集

子
育
て

相
談

傍
聴

そ
の
他

【ご注意】次の場合は記載していません。
　 だれでも　    特になし       無料
　 特になし　　 不要
対 定 料

申他

event

催

し

サ
ロ
ン
「
ぽ
ー
れ
ぽ
ー
れ
」

（
☎
63
・
３
０
０
８
、
ＦＡＸ
62
・
９
５
４
６
）

▪
ぐ
り
ん
て
ぃ
の
フ
ル
ー
ト
＆
ギ
タ
ー
デ
ュ
オ

時

５
月
11
日
㈪
12
時
30
分
～
13
時

▪
荒
木
幸
子 

刺
し
子
・
書
道
・
あ
か
り
展

時

５
月
14
日
㈭
～
６
月
３
日
㈬
10
時
～
16
時

▪
こ
だ
ま
会
の
朗
読

時

５
月
20
日
㈬
12
時
30
分
～
13
時

時

５
月
19
日
㈫
～
来
年
２
月
ま
で
の
火
曜

日（
19
時
～
21
時
）と
日
曜
日（
９
時
～
12
時
）

に
計
10
回
程
度
場

中
総
合
会
館
ほ
か

内

中
舞
鶴
地
区
の
歴
史
や
文
化
、
自
然
な

中
舞
鶴
の
歴
史
・
く
ら
し
探
検

時

５
月
13
日
㈬
12
時
10
分
～
12
時
50
分

場

市
役
所
市
民
ホ
ー
ル
内

ア
ル
ト
サ
ク
ソ

ホ
ン
奏
者
の
芳
賀
忠
一
さ
ん
が
出
演

問

文
化
振
興
課
（
☎
66
・
１
０
１
９
）

市
役
所
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

▪
バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

時

５
月
16
日
㈯
10
時
～
14
時
定

先
着
15
人

料

１
０
０
円（
保
険
料
）申
電
話
で
同
園
へ
。

▪
春
の
山
野
草
展

時

５
月
16
日
㈯
～
24
日
㈰
９
時
～
17
時

内

園
内
に
自
生
す
る
山
野
草
を
展
示

他

鉢
植
え
の
出
展
者
も
募
集
中

▪
春
の
自
然
観
察
会

時

５
月
24
日
㈰
10
時
～
14
時

定

先
着
20
人
料

１
０
０
円
（
保
険
料
）

申

電
話
で
同
園
へ
。

自
然
文
化
園
（
☎
68
・
１
１
８
７
）

時

５
月
24
日
㈰
10
時
～
14
時
場

西
総
合
会
館

内

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
。
24
店
が
出
店
予
定

問

西
地
区
多
機
能
施
設
（
☎
77
・
１
２
１
２
）

《
出
店
者
を
募
集
》
対

20
歳
以
上
の
個
人

か
グ
ル
ー
プ
（
販
売
業
者
な
ど
は
不
可
）

定

先
着
24
組
料

１
ブ
ー
ス
１
，
０
０
０
円

申

５
月
21
日
㈭
ま
で
に
電
話
で
同
施
設
へ
。

城
下
町
掘
り
出
し
物
市

時

５
月
17
日
㈰
13
時
30
分
～
16
時
場

舞
鶴

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
内

「
夢
を
実
現
し
よ
う

～
女
性
と
女
児
に
輝
く
未
来
を
～
」
を
テ
ー

マ
に
女
子
高
校
生
に
よ
る
論
文
発
表
や
討

論
会
な
ど
問

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
舞
鶴

の
川
勝
さ
ん
（
☎
62
・
７
０
８
６
）

ク
ラ
ブ
ユ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム

時

５
月
６
日
㈬
13
時
～
15
時
場
五
老
岳
山
頂

内

ふ
る
さ
と
の
合
唱
な
ど
料

１
０
０
円

問

版
画
家
の
田
主
さ
ん
（
☎
０
７
２
・
６

２
７
・
０
５
６
１
）

ま
い
づ
る
五
老
岳 

唱
歌
の
集
い

時

５
月
17
日
㈰
６
時
45
分
か
ら
場

丹
鉄
西

舞
鶴
駅
集
合
内

宮
津
藩
主
が
歩
い
た
道
を

歩
く
料

１
，
０
０
０
円
申

５
月
10
日
㈰
ま

で
に
電
話
で
舞
鶴
勤
労
者
山
岳
会
の
森
下

さ
ん
（
☎
64
・
０
０
３
６
）
へ
。

山
歩
き 

参
勤
交
代
の
道

時

５
月
30
日
㈯
10
時
か
ら
場

河
辺
集
会
所

集
合
内

田
植
え
や
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
植

え
、
地
引
網
体
験
、
陶
芸
体
験
な
ど
定

先

大
浦
の
農
漁
村
体
験

時

５
月
30
日
㈯
８
時
30
分
か
ら
場

大
浦
会

館
集
合
内

千
歳
の
遺
跡
や
旧
跡
と
元
文
殊

伝
説
を
歩
く
定

先
着
20
人
料

５
０
０
円

申

５
月
26
日
㈫
ま
で
に
電
話
で
大
浦
会
館

（
☎
68
・
２
０
１
０
）
か
窓
口
で
。

歴
史
街
道
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
in
大
浦

時

５
月
30
日
㈯
９
時
～
11
時
（
雨
天
の
場
合

は
翌
日
）
場

東
神
崎
駐
車
場
集
合
講

山
段

眞
彦
さ
ん
定

30
人
申

５
月
27
日
㈬
ま
で
に

電
話
で
加
佐
公
民
館
（
☎
83
・
０
０
１
４
）
へ
。

渡
り
蝶 

ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
観
察
会

時

５
月
17
日
㈰
９
時
30
分
か
ら
場

ク
レ
イ

ン
ブ
リ
ッ
ジ
と
平
ト
ン
ネ
ル
の
中
間
の
旧

道
付
近
に
集
合
内

ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
が

西
大
浦
地
区
を
案
内
対

市
内
在
住
の
小
学

生
以
上
（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）
定

先

着
20
人
料

１
０
０
円
申

５
月
14
日
㈭
ま
で

に
電
話
で
東
公
民
館（
☎
62
・
１
２
３
７
）へ
。

春
の
自
然
観
察
会

時

５
月
21
日
㈭
13
時
30
分
～
15
時
30
分

場

東
舞
鶴
医
誠
会
病
院
内

コ
ー
ヒ
ー
を
飲

み
な
が
ら
認
知
症
カ
フ
ェ
で
交
流

対

認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
家
族

問

高
齢
者
支
援
課
（
☎
66
・
１
０
１
２
）

認
知
症
介
護
家
族
の
つ
ど
い

時

５
月
３
日
㈰
～
５
日
㈷
９
時
～
17
時

（
３
日
は
12
時
か
ら
）
場

西
公
民
館

内

柊
会
員
の
油
絵
約
70
点
を
展
示

問

洋
画
グ
ル
ー
プ
柊
の
大
槻
さ
ん
（
☎

76
・
０
８
９
１
）

柊
展
（
サ
ム
ホ
ー
ル
作
品
展
）

時

５
月
10
日
㈰
14
時
か
ら
場

商
工
観
光
セ

ン
タ
ー
内

く
る
み
割
り
人
形
・
セ
ビ
リ
ア

の
理
髪
師
ほ
か
問

ス
タ
ジ
オ
Ｍ
の
掛
村
さ

ん
（
☎
０
９
０
・
８
２
０
３
・
９
７
７
４
）

舞
鶴
フ
ル
ー
ト
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
定
期
演
奏
会

市
民
は
先
着
10
人
申

５
月
30
日
㈯
ま
で
に

電
話
で
城
南
会
館
（
☎
78
・
１
８
０
０
）
へ
。

ど
を
講
義
や
ま
ち
歩
き
で
学
ぶ
対

市
内
在

住
か
在
勤
で
中
舞
鶴
地
区
に
興
味
の
あ
る

人
定

先
着
20
人
申

５
月
11
日
㈪
ま
で
に
電

話
で
中
央
公
民
館
（
☎
62
・
０
４
０
０
）
へ
。

つ
つ
じ
ま
つ
り

時

５
月
４
日
㈷
９
時
30
分
～
16
時
40
分

場

東
舞
鶴
公
園
内

太
鼓
・
吹
奏
楽
の
演
奏

や
模
擬
店
な
ど
。
子
ど
も
の
あ
そ
び
の
コ

ー
ナ
ー
も
実
施
す
る
ほ
か
妖
怪
ウ
ォ
ッ
チ

の
ジ
バ
ニ
ャ
ン
も
登
場
。

問

舞
鶴
つ
つ
じ
ま
つ
り
協
賛
会
の
長
崎
さ

ん
（
☎
63
・
６
３
２
０
）

時

５
月
３
日
㈷
10
時
か
ら

場

青
葉
山
ろ
く
公
園

内

先
月
完
成
し
た
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
遊
具
を

使
っ
た
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
。
昔
の
あ
そ
び

や
野
外
ス
テ
ー
ジ
な
ど
も

問

市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
の
脇
坂
さ

ん
（
☎
63
・
４
６
３
７
）

こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば

広報まいづる４月号の 16㌻の記事の「まいづる『働く場』情報」において誤りがありました。
正）ハローワークインターネットサービス（https://www.hellowork.go.jp/）お詫び
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催
し

教
室
・
講
座

募
集

子
育
て

相
談

傍
聴

そ
の
他

時

６
月
～
来
年
１
月
の
土
曜
日
に
計
６
回

場

城
南
会
館
・
池
内
公
民
館
ほ
か
内

池
内

地
区
の
歴
史
や
文
化
、
自
然
を
講
義
や
ま

ち
歩
き
で
学
ぶ
対

小
学
４
年
生
～
中
学
３

年
生
と
市
民
定

小
・
中
学
生
は
先
着
15
人
、

ふ
る
さ
と
池
内
探
検

時

６
月
21
日
㈰
ま
で
、
９
時
～
17
時

内

船
磁
石
や
湊
十
二
社
奉
納
和
船
、
廻
船

屏
風
な
ど
を
展
示

《
記
念
講
演
会
を
実
施
》

時

５
月
31
日
㈰
14
時
～
16
時
場

西
総
合
会
館

定

先
着
１
０
０
人
申

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で

郷
土
資
料
館
（
☎
・
ＦＡＸ
75
・
８
８
３
６
）
へ
。

郷
土
資
料
館
企
画
展

日
本
海
を
駆
け
る
‐
く
ら
し
を
支
え
る
海
運
‐

【
東
図
書
館
（
☎
62
・
０
１
９
０
）】

▪
読
書
会

時

６
月
１
日
㈪
13
時
30
分
～
15
時

内

山
本
周
五
郎
著
「
五
弁
の
椿
」

▪
お
は
な
し
会

時

６
月
３
日
㈬
15
時
30
分
～
16
時
内

人
形
劇

や
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
な
ど
対

幼
児
と
小
学
生

▪
赤
ち
ゃ
ん
え
ほ
ん
の
ひ
ろ
ば

時

６
月
９
日
㈫
11
時
～
11
時
20
分

内

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
対

０
～
２
歳
児

▪
お
は
な
し
の
部
屋
「
む
か
し
む
か
し
…
」

時

・
対

６
月
20
日
㈯

❖
10
時
30
分
～
11
時
…
小
学
生

❖
11
時
５
分
～
11
時
30
分
…
４
歳
以
上

内

昔
話
の
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
な
ど

図
書
館
の
催
し

時

５
月
30
日
㈯
13
時
～
16
時
場

市
民
会
館

内

医
師
の
桑
山
紀
彦
さ
ん
に
よ
る
ラ
イ
ブ

ス
テ
ー
ジ
と
映
画
「
ふ
し
ぎ
な
石
」
の
上
映

料

１
，０
０
０
円
（
当
日
２
０
０
円
増
し
）

※
学
生
は
半
額
他

託
児
あ
り

問

実
行
委
員
会
の
橋
本
さ
ん（
☎
０
９
０
・

５
６
６
５
・
１
９
０
２
）

地
球
の
ス
テ
ー
ジ
５

時

６
月
28
日
㈰
12
時
20
分
か
ら
場

赤
れ
ん

が
５
号
棟
内

70
分
で
１
０
０
問
（
４
者
択

一
方
式
）。
１
～
３
級
を
実
施
料

４
，
２

０
０
円
～
８
，
４
０
０
円
他

京
都
で
の
開

催
は
初
め
て
申

５
月
27
日
㈬
ま
で
に
専
用
用

紙
（
水
産
課
備
え
付
け
）
か
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

問

日
本
さ
か
な
検
定
運
営
事
務
局
（
☎
03
・

３
２
３
３
・
４
８
０
８
）

日
本
さ
か
な
検
定

【
総
合
文
化
会
館
】

▪
キ
エ
フ
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
・
バ
レ
エ　

チ
ャ

イ
コ
フ
ス
キ
ー 

３
大
バ
レ
エ
・
ハ
イ
ラ
イ
ト

時

７
月
30
日
㈭
19
時
か
ら
料

全
席
指
定　

Ｓ
席
６
，
０
０
０
円
、
Ａ
席
４
，
５
０
０
円

※
友
の
会
会
員
は
１
人
２
枚
ま
で
割
り
引

き
あ
り
他

３
歳
以
下
は
入
場
不
可

▪
宝
く
じ
文
化
公
演

夏
川
り
み
と
京
フ
ィ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

　

チ
ケ
ッ
ト
は
５
月
９
日
㈯
販
売

時

８
月
５
日
㈬
19
時
か
ら
料

全
席
指
定　

一
般
２
，
０
０
０
円
、
高
校
生
以
下
１
，

０
０
０
円
（
当
日
は
５
０
０
円
増
し
）

他

未
就
学
児
は
入
場
不
可
。
宝
く
じ
助
成

に
よ
る
特
別
料
金
。

▪
レ
・
フ
レ
ー
ル 

４
‐Q

uatre in M
aizuru

時

９
月
５
日
㈯
18
時
30
分
か
ら
内

兄
弟
に

よ
る
ベ
ー
ゼ
ン
ド
ル
フ
ァ
ー
イ
ン
ペ
リ
ア

ル
ピ
ア
ノ
１
台
４
手
連
弾
料

全
席
指
定　

４
，
５
０
０
円
（
チ
ケ
ッ
ト
は
５
月
27
日
㈬

友
の
会
先
行
発
売
。
５
月
30
日
㈯
一
般
発
売
）

▪
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
作
品
展 

出
展
者
募
集

時

７
月
11
日
・
12
日
、
９
月
５
日
・
６
日
、

12
月
19
日
・
20
日
、
２
月
27
日
・
28
日
の

土
・
日
曜
日
定

先
着
各
２
組

申

開
催
日
の
３
か
月
前
ま
で
に
電
話
で

▪
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
出
演
者
募
集

時

７
月
12
日
、
９
月
６
日
、
12
月
20
日
、

２
月
28
日
の
日
曜
日
定

先
着
各
５
組

申

開
催
日
の
３
か
月
前
ま
で
に
電
話
で

文
化
事
業
団
（
☎
64
・
０
８
８
０
）

教
室
・
講
座

舞
鶴
ス
ポ
ー
ツ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
☎
66
・
１
０
６
１
）

▪
爽
快
ウ
エ
ル
ラ
ウ
ン
ド
教
室

時

❖
５
月
６
日
～
27
日
の
水
曜
日
、
10
時

30
分
～
11
時
30
分
（
初
級
）
❖
５
月
11
日

㈪
18
時
～
19
時
と
30
日
㈯
10
時
30
分
～
11

時
30
分
（
中
級
）
場

東
体
育
館
内

サ
ー
キ

ッ
ト
マ
シ
ン
を
使
っ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

定

先
着
各
14
人
料

１
回
７
０
０
円

▪
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
初
回
講
習
会

時

５
月
７
日
㈭
10
時
～
11
時
と
５
月
18
日
㈪
13

時
30
分
～
14
時
30
分
場

東
体
育
館
対

18
歳
以

上
の
成
人
定

先
着
５
人
料

１
回
３
０
０
円

▪
健
康
体
操
教
室

時

５
月
13
日
か
ら
毎
週
水
曜
日
、
13
時
30
分

～
14
時
30
分
場

東
体
育
館

定

先
着
20
人
料

７
０
０
円

▪
テ
ニ
ス
教
室

時

６
月
２
日
～
23
日
の
火
・
木
曜
日
に
計

７
回
、
19
時
～
21
時
場

東
舞
鶴
公
園

定

先
着
40
人
料

５
，
０
０
０
円

〈
共
通
〉

申

電
話
で
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
。

時

５
月
10
日
㈰
13
時
～
16
時
30
分
場

西
総

合
会
館
内

現
代
版
北
前
船
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

代
表
の
明
楽
み
ゆ
き
さ
ん
に
よ
る
講
演
と

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
定

先
着
３
０

０
人
問

実
行
委
員
会
（
☎
62
・
４
３
８
７
）

海
の
京
都

「
北
前
船
」
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
舞
鶴

【
西
図
書
館
（
☎
75
・
５
４
０
６
）】

▪
え
ほ
ん
の
じ
か
ん

時

６
月
６
日
㈯
11
時
～
11
時
30
分
内

絵
本
の

読
み
聞
か
せ
な
ど
対

３
歳
以
上
の
子
ど
も

▪
赤
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会

時

６
月
17
日
㈬
11
時
～
11
時
20
分
内

わ
ら
べ
う

た
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
対

０
～
２
歳
児

着
30
人
（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

料

２
，
０
０
０
円
（
昼
食
付
き
）。
小
学

生
以
下
は
無
料
。
陶
芸
体
験
は
別
途
１
，

０
０
０
円
が
必
要
他

東
舞
鶴
駅
か
ら
無
料

送
迎
バ
ス
あ
り
申

５
月
22
日
㈮
ま
で
に
電

話
か
フ
ァ
ク
ス
で
ふ
る
さ
と
大
浦
21
の
岸

さ
ん
（
☎
・
ＦＡＸ
68
・
０
０
１
６
）
へ
。

※
電
話
は
18
時
以
降
に
お
願
い
し
ま
す
。

市
民
は
先
着
10
人
申

５
月
30
日
㈯
ま
で
に

電
話
で
城
南
会
館
（
☎
78
・
１
８
０
０
）
へ
。

ビニールハウス タクシー

KTR あおまつ

　 ５月 31 日㈰、皆さんが楽しめるイベントを開催予定。詳しくは、丹鉄ホームペー
　ジ（http://trains.willer.co.jp）でご確認を。問京都丹後鉄道（☎ 0772・25・2323）丹鉄まつり大
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❖中央公民館…第４月曜日❖南・西・加佐公民館、大浦・城南会館…毎週月曜日❖東公民館…毎週月曜日（祝日の場合はその翌日）
❖東図書館…毎週木曜日と祝日（土・日曜日の場合は開館）、毎月末日の最終火曜日❖西図書館…毎週月曜日と祝日（土・日曜
日の場合は開館）、毎月末日の最終水曜日❖田辺城資料館、郷土資料館…毎週月曜日（祝日の場合はその翌々日）と祝日の翌日
❖総合文化会館、市民会館、陶芸館…毎週月曜日（祝日の場合はその翌日）❖東・文化公園体育館…第３木曜日。

施設の休館日

まいづるクリーンキャンペーン

時

５
月
26
日
㈫
13
時
30
分
～
15
時

場

西
駅
交
流
セ
ン
タ
ー
内

福
祉
制
度
の
説

明
や
座
談
会
な
ど
に
言
語
聴
覚
士
が
応
じ
る

対

市
内
在
住
で
聞
こ
え
に
不
自
由
を
感
じ

て
い
る
人
と
そ
の
家
族
申

５
月
22
日
㈮
ま

で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
聴
言
セ
ン
タ
ー

（
☎
64
・
３
９
１
１
、
ＦＡＸ
64
・
３
９
１
２
）
へ
。

き
こ
え
の
サ
ポ
ー
ト
講
座

時

５
月
23
日
㈯
９
時
30
分
か
ら
場

大
浦
会
館

講

杉
本
達
男
さ
ん
対

市
内
在
住
の
20
歳
以
上

定

先
着
14
人
料

１
，
０
０
０
円

申

５
月
20
日
㈬
ま
で
に
電
話
で
同
会
館

（
☎
68
・
２
０
１
０
）
か
窓
口
へ
。

そ
ば
打
ち
教
室

▪
西
消
防
署
（
☎
77
・
０
１
１
９
）

時

５
月
20
日
㈬
18
時
～
21
時

▪
東
消
防
署
（
☎
65
・
０
１
１
９
）

時

５
月
21
日
㈭
18
時
～
21
時

応
急
手
当
普
通
救
命
講
習

▪
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
キ
ン
グ
教
室

時

５
月
22
日
㈮
10
時
～
12
時
場

中
総
合
会
館

内

写
真
を
素
敵
に
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
対

市
内

在
住
か
在
勤
の
18
歳
以
上
定

先
着
15
人
料

１
，

０
０
０
円
申

５
月
15
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
。

▪
草
花
・
昆
虫
・
貝
さ
が
し

中
央
公
民
館
（
☎
62
・
０
４
０
０
）

時

５
月
23
日
㈯
と
６
月
27
日
㈯
９
時
30
分

～
14
時
30
分
場

５
月
は
神
崎
海
岸
、
６
月

は
青
葉
山
ろ
く
公
園
対

小
学
生
（
３
年
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
）
定

先
着
20
組

申

実
施
日
の
５
日
前
ま
で
に
電
話
で
。

▪
と
っ
て
お
き
の
舞
鶴
体
感
講
座

時

６
月
６
日
㈯
～
来
年
２
月
ま
で
に
計
５
回

場

中
総
合
会
館
な
ど
対

舞
鶴
に
転
入
し
て

お
お
む
ね
５
年
以
内
の
人

時

５
月
19
日
㈫
13
時
30
分
～
15
時
30
分

場

城
南
会
館
内

お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
の
た

て
方
な
ど
定

先
着
10
人
料

１
，
７
０
０
円

申

前
日
ま
で
に
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
一
杯
の
コ

ー
ヒ
ー
か
ら
地
球
が
見
え
る
」
の
園
山
さ

ん
（
☎
０
８
０
・
１
４
３
８
・
７
０
２
８
）
へ
。

焙
り
た
て
コ
ー
ヒ
ー
教
室

▪
春
の
和
菓
子
作
り
教
室

時

５
月
16
日
㈯
13
時
30
分
～
15
時
30
分

講

生
橋
勝
矢
さ
ん
と
内
海
志
伸
さ
ん

定

先
着
15
人
申

５
月
９
日
㈯
ま
で
に
電
話
で
。

▪
そ
ば
打
ち
教
室

時

６
月
６
日
㈯
13
時
30
分
～
15
時
30
分

講

眞
下
勝
視
さ
ん
定

先
着
10
人

申

５
月
30
日
㈯
ま
で
に
電
話
で
。

〈
共
通
〉
料

１
，
０
０
０
円

加
佐
公
民
館
（
☎
83
・
０
０
１
４
）

時

５
月
16
日
㈯
14
時
～
15
時
30
分
場

総
合

文
化
会
館
内

北
翔
大
教
授
の
水
野
信
太
郎

さ
ん
に
よ
る
講
演
「
舞
鶴
と
戦
争
そ
し
て

建
築
物
シ
リ
ー
ズ
第
１
回
『
西
洋
列
強
の
軍

事
脅
威 
黒
船
シ
ョ
ッ
ク
』」
定

先
着
25
人

申

前
日
ま
で
に
電
話
で
赤
れ
ん
が
博
物
館

（
☎
66
・
１
０
９
５
）
へ
。

赤
れ
ん
が
博
物
館
市
民
講
座

時

５
月
14
日
㈭
、
６
月
20
日
㈯
、
７
月
15

日
㈬
、
８
月
20
日
㈭
、
９
月
12
日
㈯
10
時
～

11
時
30
分
場

東
消
防
署
・
防
災
セ
ン
タ
ー

内

イ
ベ
ン
ト
開
催
時
の
防
火
管
理
体
制
や

火
気
器
具
の
取
り
扱
い
な
ど
の
講
座
・
実
技

申

所
定
の
用
紙
（
東
・
西
消
防
署
備
え
付

け
。
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
）
で
。

問

消
防
本
部
（
☎
66
・
０
１
１
９
）

防
火
安
全
講
習

時

５
月
16
日
～
10
月
３
日
の
第
１
・
３
・

５
土
曜
日
に
計
10
回
、
９
時
30
分
～
11
時

30
分
場

身
障
セ
ン
タ
ー
対

市
内
在
住
か
在

学
・
在
勤
の
15
歳
以
上
定

先
着
20
人
料

１
，

５
０
０
円
申

５
月
11
日
㈪
ま
で
に
電
話
か

フ
ァ
ク
ス
で
障
害
福
祉
・
国
民
年
金
課（
☎

66
・
１
０
３
３
、
ＦＡＸ
62
・
７
９
５
７
）
へ
。

点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

▪
囲
碁
初
心
者
講
座

時

５
月
12
日
㈫
・
19
日
㈫
・
29
日
㈮
、
６

月
２
日
㈫
13
時
30
分
～
15
時
30
分
場

身
障

セ
ン
タ
ー
定

先
着
20
人
料

３
０
０
円

申

５
月
８
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
。

▪
料
理
教
室

時

５
月
24
日
㈰
13
時
30
分
～
15
時
30
分

場

中
総
合
会
館
定

先
着
15
人
料

８
０
０
円

申

５
月
19
日
㈫
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
。

〈
共
通
〉
対

市
内
在
住
の
障
害
者
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
も
募
集
（
料
理
教
室
は
家
族
も
可
）

身
障
セ
ン
タ
ー

（
☎
63
・
３
０
０
８
、
ＦＡＸ
62
・
９
５
４
６
）

〈
共
通
〉
定

先
着
各
30
人
申

実
施
日
の
１

週
間
前
ま
で
に
電
話
で
各
消
防
署
へ
。

定

先
着
20
人
（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

料

２
，
０
０
０
円
程
度

申

５
月
11
日
㈪
ま
で
に
電
話
で
。

　市内全域で一斉に清掃
活動に取り組む「まいづ
るクリーンキャンペーン
2015」を実施。詳細は次
のとおり。

【日時】７月５日㈰（荒天中止）。
一斉清掃日に参加できない場合は７月中でも可。

【場所】 ❖東メーン会場…前島みなと公園
　　　 ❖西メーン会場…舞鶴公園

【申し込み方法】５月 13 日㈬～６月 30 日㈫までに電
話か窓口で。

《ポスター・チラシのデザインが決定》同キャンペーン
のポスター・チラシのデザインに、勝部紗羅さん（新
舞鶴小１年）の作品を採用（上図）。

《日程変更のお知らせ》３月 19 日に新聞折り込みなど
で配布した「ごみ分別ルールブック」では、７月 12
日㈰とお知らせしましたが上記のとおり変更しました。
▶詳しくは、実行委員会事務局（生活環境課内、☎
66・1005）へ。

▲勝部紗羅さんの作品
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【日程と会場】下表のとおり
【時間】13 時 30 分～ 15 時
【講座内容】健康や医療、歴史などをテ
ーマにした講演やニュースポーツなど

【対象】対象地域在住の 60 歳以上
【申し込み方法】電話で各会場へ

会場・申込先 日程 対象地域

東公民館
（☎62・1237）

５月14日～
11月５日に計10回 東地区

南公民館
（☎62・0288）

５月21日～
12月３日に計９回 南地区

加佐公民館
（☎83・0014）

５月21日～
12月10日に計９回 加佐地区

大浦会館
（☎68・2010）

５月22日～
12月11日に計８回 大浦地区

中央公民館
（☎62・0400）

５月28日～
11月26日に計12回 中地区

城南会館
（☎78・1800）

６月10日～
12月９日に計７回

西地区
西公民館

（☎75・6501）
６月18日～
11月５日に計10回

いきいきセミナー参加者募集

▪
ク
イ
ー
ン
ま
い
づ
る

内

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
な
ど
対

市
内

在
住
か
出
身
の
18
歳
以
上
の
女
性
（
高
校

生
を
除
く
）
定

３
人
（
書
類
選
考
と
面
接
、

任
期
は
１
年
）
申

５
月
25
日
㈪
17
時
ま
で

▪
周
年
記
念
花
火

内

企
業
の
歴
史
や
歩
み
を
祝
い
た
い
・
Ｐ

Ｒ
し
た
い
事
業
所

申

５
月
18
日
㈪
～
６
月
29
日
㈪

▪
ま
い
花
火
募
金

内

皆
さ
ん
か
ら
の
募
金
で
花
火
を
打
ち
上
げ

料

１
口
１
，
０
０
０
円

申

５
月
18
日
㈪
～
７
月
26
日
㈰

〈
共
通
〉
問

実
行
委
員
会
事
務
局
（
商
工

会
議
所
内
、
☎
62
・
４
６
０
０
）

ク
イ
ー
ン
ま
い
づ
る
・
ま
い
花
火
募
金

募

集

時

６
月
７
日
㈰
６
時
～
９
時
内

コ
ー
ス
案

内
や
休
憩
所
（
加
佐
地
区
）
で
給
水
サ
ー
ビ

ス
な
ど
申

５
月
20
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
フ

ァ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
で
観
光
商
業
課
（
☎

66
・
１
０
２
４
、
ＦＡＸ
62
・
９
８
９
１
）
へ
。

Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｎ
ロ
ン
グ
ラ
イ
ド

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

時

６
月
９
日
㈫
～
７
月
17
日
㈮
に
計
６

回
、
13
時
30
分
～
15
時
30
分
場

フ
レ
ア
ス

保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
・
支
援
講
座

時

６
月
21
日
㈰
10
時
～
13
時
場

杉
山
市
民

農
園
内

米
粉
ド
ー
ナ
ツ
や
こ
ん
に
ゃ
く
作

り
定

先
着
20
人
料

１
，
８
０
０
円
申

電
話

で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
名
水
の
里
杉
山
の
松
岡
さ

ん
（
☎
０
９
０
・
５
０
６
０
・
４
３
１
１
）
へ
。

名
水
杉
山
楽
校

▪
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
教
室

時

６
月
４
日
～
25
日
の
木
曜
日
、
10
時
～

11
時
30
分
講

野
瀬
貴
則
さ
ん
定

先
着
20
人

料

５
０
０
円
申

５
月
20
日
㈬
ま
で
に
電
話
で
。

▪
塩
麹
・
し
ょ
う
ゆ
麹
教
室

時

６
月
24
日
㈬
10
時
～
12
時
講

伊
藤
壽
子

さ
ん
定

先
着
24
人
料

１
，
５
０
０
円

申

６
月
６
日
㈯
ま
で
に
電
話
で
。

城
南
会
館
（
☎
78
・
１
８
０
０
）

時

６
月
10
日
㈬
９
時
30
分
～
12
時

場

南
公
民
館
定

先
着
20
人
料
１
，
０
０
０
円

申

５
月
30
日
㈯
ま
で
に
電
話
で
東
公
民
館

（
☎
62
・
１
２
３
７
）
へ
。

春
の
薬
膳
料
理
教
室

▪
ろ
く
ろ
自
由
作
陶
教
室

時

６
月
３
日
～
11
月
４
日
の
水
曜
日
に
計

17
回
、
９
時
30
分
～
11
時
30
分
対

ろ
く
ろ

初
心
教
室
修
了
者
か
同
程
度
の
作
陶
経
験
者

定

10
人
（
多
数
の
場
合
抽
選
）
料

１
万
２
，

０
０
０
円
（
土
代
が
別
途
必
要
）

陶
芸
館
（
☎
64
・
３
２
６
３
）

《
中
央
公
民
館
》
６
月
２
日
㈫
と
10
月
22
日

㈭
10
時
～
13
時
。
申
し
込
み
は
、
５
月
20
日

㈬
ま
で
に
小
野
さ
ん（
☎
64
・
０
９
１
５
）へ
。

《
城
南
会
館
》
６
月
３
日
㈬
と
９
月
２
日
㈬

10
時
～
13
時
。
申
し
込
み
は
、
５
月
25
日
㈪

ま
で
に
飯
田
さ
ん
（
☎
75
・
６
８
３
１
）
へ
。

「
は
ま
な
す
会
」
男
性
料
理
教
室

時

６
月
３
日
㈬
９
時
30
分
～
12
時
場

西
総

合
会
館
講

堀
祥
子
さ
ん
定

先
着
20
人

料

１
，
０
０
０
円
申

５
月
31
日
㈰
ま
で
に

西
地
区
多
機
能
施
設（
☎
77
・
１
２
１
２
）へ
。

春
の
薬
膳
料
理

▪
健
や
か
料
理
教
室

時

５
月
27
日
～
11
月
25
日
の
水
曜
日
に
計

７
回
、
９
時
15
分
～
12
時
対

50
歳
以
上

定

先
着
20
組
料

１
回
８
０
０
円

申

５
月
20
日
㈬
ま
で
に
電
話
で
。

西
公
民
館
（
☎
75
・
６
５
０
１
）

▪
こ
ど
も
オ
ヤ
ツ
づ
く
り
教
室

時

６
月
６
日
㈯
９
時
～
12
時
内

ア
ッ
プ
ル

ケ
ー
キ
や
オ
レ
ン
ジ
ミ
ル
ク
テ
ィ
ー
、
う

ど
ん
ぎ
ょ
う
ざ
対

小
学
４
～
６
年
生

定

先
着
20
人
料

５
０
０
円

申

５
月
29
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
。

〈
共
通
〉
場

西
総
合
会
館
講

は
ま
な
す
会

▪
手
び
ね
り
自
由
作
陶
教
室

時

６
月
３
日
～
11
月
25
日
の
水
曜
日
に
計

17
回
、13
時
30
分
～
15
時
30
分
定

15
人
（
多

数
の
場
合
抽
選
）
対

手
び
ね
り
初
心
教
室
修

了
者
か
同
程
度
の
作
陶
経
験
者
料

１
万
円

（
土
代
が
別
途
必
要
）

〈
共
通
〉
申

５
月
27
日
㈬
ま
で
に
電
話
で
。

《
加
佐
公
民
館
》
６
月
18
日
㈭
と
10
月
22
日

㈭
10
時
～
13
時
。
申
し
込
み
は
、
５
月
30
日

㈯
ま
で
に
村
上
さ
ん（
☎
82
・
０
２
１
７
）へ
。

〈
共
通
〉

内

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
や
切
り
干
し
だ
い
こ
ん

の
酢
の
物
、
コ
ン
ソ
メ
ス
ー
プ

対

市
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
男
性

定

先
着
各
20
人
料

１
回
７
０
０
円

舞
鶴
内

保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
の
心
得

や
基
礎
知
識
の
習
得
な
ど
対

市
内
在
住
の

18
歳
以
上
（
高
校
生
を
除
く
）
定

20
人
程

度
料

８
０
０
円
他

託
児
あ
り
（
要
予
約
）

申

５
月
２
日
㈯
～
６
月
８
日
㈪
に
電
話
か

フ
ァ
ク
ス
で
フ
レ
ア
ス
舞
鶴
（
☎
65
・
０

０
５
５
、
ＦＡＸ
62
・
０
８
７
２
）
へ
。
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催
し

教
室
・
講
座

募
集

子
育
て

相
談

傍
聴

そ
の
他

相

談

人
権
相
談

▪
人
権
な
ん
で
も
お
気
軽
相
談

時

毎
週
月
曜
日
（
休
日
の
場
合
は
翌
日
）

９
時
～
12
時
場

法
務
局
舞
鶴
支
局

内

面
接
相
談
（
個
室
）・
電
話
相
談

▪
電
話
相
談

時

５
月
７
日
～
28
日
の
木
曜
日
、
10
時
～
16
時

内

人
間
関
係
や
子
育
て
、
家
庭
内
で
の
暴
力

な
ど
の
相
談
。専
用
電
話（
65
・
０
０
５
６
）へ
。

▪
面
接
相
談

時

５
月
13
日
㈬
11
時
～
14
時
10
分

内

人
間
関
係
や
子
育
て
、
家
庭
内
で
の
暴

力
な
ど
の
相
談
定

先
着
３
人
他

託
児
あ
り

（
予
約
が
必
要
） 

申

前
日
ま
で
に
電
話
で
人

権
啓
発
推
進
室
（
☎
66
・
１
０
２
２
）
へ
。

▪
心
と
か
ら
だ
の
相
談

時

５
月
26
日
㈫
13
時
～
15
時
内

助
産
師
が

応
じ
る
定

先
着
２
人
他

託
児
あ
り
（
予
約

が
必
要
）申
前
日
ま
で
に
電
話
で
同
室
へ
。

〈
共
通
〉
対

市
内
在
住
か
在
勤
の
女
性

フ
レ
ア
ス
舞
鶴
の
無
料
女
性
相
談

▪
生
活
個
別
相
談

時

５
月
１
日
～
29
日
の
金
曜
日
、
10
時
～

16
時
内

就
職
や
生
活
に
関
す
る
相
談

対

求
職
者
定

先
着
各
５
人
他

１
人
50
分

▪
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
出
張
相
談

時

５
月
７
日
～
28
日
の
木
曜
日
、
10
時
～
16
時

内

進
路
・
就
職
・
転
職
に
関
す
る
「
若
者

の
悩
み
相
談
」
対

15
～
お
お
む
ね
40
歳
と

そ
の
家
族
定

先
着
各
５
人
他

１
人
50
分

就
業
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
63
・
０
８
１
０
）

▪
就
職
個
別
相
談

時

５
月
13
日
～
27
日
の
水
曜
日
、
10
時
～
16
時

対

求
職
者
定

先
着
各
５
人
他

１
人
50
分

▪
看
護
職
就
業
相
談
会

時

５
月
11
日
㈪
13
時
30
分
～
16
時
内

復
職

や
転
職
の
相
談
な
ど
対

保
健
師
、助
産
師
、

看
護
師
、
准
看
護
師
の
資
格
が
あ
る
人

他

１
人
30
分

▪
福
祉
の
お
仕
事
相
談
会

時

５
月
12
日
㈫
13
時
～
17
時

内

介
護
な
ど
福
祉
の
仕
事
に
興
味
の
あ
る
人

定

先
着
５
人
他

１
人
50
分

▪
マ
ザ
ー
ズ
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
巡
回
相
談

時

５
月
25
日
㈪
10
時
～
16
時
内

子
育
て
中
の

親
・
ひ
と
り
親
の
就
職
支
援
他

１
人
50
分

〈
共
通
〉
申

実
施
日
の
前
日
ま
で
に
電
話
で
。

他

最
新
情
報
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

▪
特
設
人
権
相
談
所

時

・
場

❖
第
２
木
曜
日
…
城
南
会
館
❖
第

３
木
曜
日
…
南
公
民
館
、
い
ず
れ
も
９
時

～
12
時
内

面
接
相
談
（
個
室
）

〈
共
通
〉

内

人
権
擁
護
委
員
が
応
じ
る

問

法
務
局
舞
鶴
支
局
（
☎
76
・
０
８
５
８
）

時

６
月
12
日
～
12
月
11
日
の
第
２
金
曜

日
、
10
時
～
11
時
30
分
場

城
南
会
館

内

工
作
や
運
動
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

対

６
か
月
～
４
歳
未
満
児
と
そ
の
保
護
者

定

先
着
20
組
他

託
児
あ
り
申

５
月
27
日
㈬

ま
で
に
電
話
で
同
館（
☎
78
・
１
８
０
０
）へ
。

健
や
か
子
育
て
教
室

時

６
月
８
日
㈪
10
時
～
11
時
場

西
総
合
会
館

講

熊
谷
記
江
さ
ん
対

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

他

子
育
て
ひ
ろ
ば 

さ
る
な
ぁ
と
と
共
催

料

１
組
２
０
０
円
申

６
月
４
日
㈭
ま
で
に

電
話
で
西
地
区
多
機
能
施
設
（
☎
77
・
１

２
１
２
）
へ
。

親
子
リ
ズ
ム
遊
び

時

５
月
26
日
㈫
10
時
30
分
～
11
時
30
分

場

子
育
て
ひ
ろ
ば 

さ
る
な
ぁ
と
対

子
育
て

中
の
親
子
定

先
着
25
組
料

２
０
０
円

問

同
ひ
ろ
ば
（
☎
76
・
８
３
３
３
）

親
子
リ
ズ
ム
あ
そ
び

▪
ル
ー
シ
ー
ダ
ッ
ト
ン

時

５
月
15
日
㈮
10
時
～
11
時
30
分

定

先
着
30
人
他

託
児
あ
り

申

５
月
12
日
㈫
ま
で
に
電
話
で
。

▪
お
母
さ
ん
の
メ
ー
ク
ア
ッ
プ

時

６
月
12
日
㈮
10
時
～
11
時
30
分

定

先
着
15
人
料

５
０
０
円

東
公
民
館
（
☎
62
・
１
２
８
９
）

時

５
月
20
日
㈬
10
時
30
分
～
11
時
30
分

場

中
総
合
会
館
内

ふ
れ
あ
い
遊
び
や
母
親
同

士
の
交
流
対

０
～
１
歳
児
と
そ
の
保
護
者

問

子
育
て
支
援
基
幹
セ
ン
タ
ー
（
☎
62
・
０
１
０
３
）

あ
か
ち
ゃ
ん
ひ
ろ
ば

子
育
て

時

５
月
14
日
か
ら
毎
月
第
２
・
４
木
曜
日
、

10
時
～
10
時
45
分
場

東
体
育
館
対

未
就
園

児
と
そ
の
保
護
者
料

月
１
，
８
０
０
円

問

の
び
の
び
ク
ラ
ブ
の
足
立
さ
ん
（
☎
０

９
０
・
４
２
７
４
・
８
４
８
９
）

親
子
で
遊
ぼ
う
体
操
教
室

内

由
良
川
の
変
化
や
ご
み
の
投
棄
な
ど
、

日
常
生
活
で
気
づ
い
た
河
川
の
情
報
提
供

対

由
良
川
付
近
在
住
の
20
歳
以
上

定

若
干
名
（
多
数
の
場
合
選
考
）

他

任
期
は
７
月
１
日
～
来
年
６
月
30
日

申

申
込
期
限
は
６
月
３
日
㈬
ま
で
問

福
知

山
河
川
国
道
事
務
所
（
☎
０
７
７
３
・
22
・

５
１
０
４
、
ＦＡＸ
０
７
７
３
・
23
・
６
７
４
１
）

由
良
川
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集

時

５
月
29
日
、
６
月
12
日
・
26
日
の
金
曜

日
、
10
時
～
12
時
場

積
水
ハ
ウ
ス
舞
鶴
展

示
場
（
森
）
内

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
ハ

ン
ド
ケ
ア
な
ど
。
助
産
師
の
ミ
ニ
講
座
・
個

別
相
談
も
定

先
着
５
組
料

５
，
０
０
０
円

申

電
話
で
ひ
と
み
助
産
院
の
永
木
さ
ん

（
☎
０
９
０
・
２
１
０
７
・
１
２
６
９
）
へ
。

マ
マ
と
赤
ち
ゃ
ん
の
た
め
の

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

申

６
月
６
日
㈯
ま
で
に
電
話
で
。

〈
共
通
〉

場

商
工
観
光
セ
ン
タ
ー

対

子
育
て
中
の
母
親

対

10
人
以
上
の
団
体
定

先
着
15
団
体
程
度

他

会
場
は
申
込
者
で
準
備
申

所
定
の
用
紙

（
社
会
教
育
課
備
え
付
け
）
で
。

問

社
会
教
育
課
（
☎
66
・
１
０
７
３
）

人
権
講
座
の
講
師
謝
礼
を
補
助
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催
し

教
室
・
講
座

募
集

子
育
て

相
談

傍
聴

そ
の
他

❖人口　84,284 人（- 586 人）❖男　42,162 人（- 325 人）❖女　42,122 人（- 261 人）
❖世帯　34,897 世帯（- 324 世帯）
※平成 27 年４月１日現在の推計人口。（　）内は前月比。市の人口と世帯数

そ
の
他

ガソリンの取り扱いに注意

　地域行事や農作業などでガソリンを使うと
きは次のことに注意してください。《消防本部》

【ガソリンの保管】❖保管は必要最低限の量とする❖火気や
高温となるところから十分離す❖金属製容器に入れ、直射
日光の当たらない風通しの良い場所で保管する

【取り扱いなど】❖周囲に火気がないのを確認❖給油時はエ
ンジンを止める❖キャップを開けるときは圧力調整弁で圧
力を抜く❖こぼれたり、漏れたりしないよう注意する

時

５
月
13
日
㈬
13
時
か
ら
場

市
役
所
別
館

高
齢
者
・
障
害
者
権
利
擁
護
相
談

市
民
無
料
相
談

（
市
民
課
、
☎
66
・
１
０
０
６
）

▪
司
法
書
士
法
律
相
談

時

５
月
７
日
㈭
13
時
30
分
～
16
時
30
分

場

市
役
所
本
館
内

登
記
や
相
続
な
ど

▪
公
証
相
談

時

５
月
12
日
㈫
13
時
30
分
～
15
時
30
分

場

市
役
所
本
館
内

遺
言
書
や
契
約
書
な
ど

▪
土
地
家
屋
調
査
士
相
談

時

５
月
12
日
㈫
13
時
30
分
～
15
時
30
分

場

市
役
所
本
館
内

土
地
の
分
筆
や
合
筆
な
ど

▪
市
民
法
律
相
談
（
弁
護
士
が
対
応
）

時

５
月
15
日
㈮
13
時
か
ら
場

市
役
所
本
館

定

11
人
（
多
数
の
場
合
抽
選
）
申

５
月
13

日
㈬
８
時
30
分
～
12
時
に
電
話
で
。

▪
困
り
ご
と
相
談

時

・
場

❖
５
月
19
日
㈫
…
西
駅
交
流
セ
ン

タ
ー
❖
５
月
20
日
㈬
…
赤
れ
ん
が
２
号

棟
、
い
ず
れ
も
10
時
～
15
時
内

調
停
委
員

な
ど
が
応
じ
る

▪
行
政
書
士
相
談

時

５
月
27
日
㈬
10
時
～
13
時
場

市
役
所
本
館

内

官
公
署
へ
の
提
出
書
類
や
遺
言
書
な
ど

時

５
月
29
日
㈮
11
時
～
15
時
30
分
場

西
駅

交
流
セ
ン
タ
ー
内

個
別
相
談
や
福
祉
機
器

の
展
示
や
使
い
方
指
導
、
子
ど
も
の
相
談

な
ど
他

個
別
相
談
の
み
予
約
が
必
要
問

障

害
福
祉
・
国
民
年
金
課
（
☎
66
・
１
０
３
３
）

視
覚
相
談
会

時

５
月
28
日
㈭
13
時
～
16
時
場

聴
言
セ
ン

タ
ー
内

言
語
聴
覚
士
が
応
じ
る
対

市
内
在

住
の
難
聴
者
定

先
着
５
人
申

５
月
25
日
㈪

ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、
は
が
き
（
〒

６
２
５
‐
０
０
８
３ 

市
内
字
余
部
上
２

‐
９
）
で
聴
言
セ
ン
タ
ー
（
☎
64
・
３
９

１
１
、
ＦＡＸ
64
・
３
９
１
２
）
へ
。

聞
こ
え
の
相
談
会

時

５
月
11
日
㈪
と
25
日
㈪
13
時
30
分
～
15

時
30
分
場

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
み
ず

な
ぎ
対

市
内
在
住
の
障
害
児
・
者
と
そ
の

家
族
申

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
同
セ
ン
タ
ー

（
☎
64
・
３
７
６
６
、
ＦＡＸ
64
・
３
６
５
８
）
へ
。

療
育
相
談

傍
聴

時

５
月
19
日
㈫
19
時
か
ら
場

市
役
所
別
館

問

資
産
活
用
課
（
☎
66
・
１
０
４
５
）

公
共
施
設
再
生
実
施
計
画
策
定
検
討
会
議

時

５
月
26
日
㈫
14
時
か
ら
場

市
役
所
別
館

問

教
育
総
務
課
（
☎
66
・
１
０
７
０
）

定
例
教
育
委
員
会

時

５
月
27
日
㈬
15
時
30
分
か
ら
場

市
政
記

念
館
問

都
市
計
画
課
（
☎
66
・
１
０
４
８
）

都
市
計
画
見
直
し
基
本
方
針
検
討
会

　

近
年
、
京
都
府
で
は
、
海
で
の
レ
ジ
ャ

ー
中
の
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
万
が

一
の
事
故
に
備
え
て
ボ
ー
ト
な
ど
で
遊
ぶ

海
の
も
し
も
は
「
１
１
８
番
」

　

地
域
の
皆
さ
ん
に
よ
る
サ
ル
の
追
い
払

い
が
困
難
な
場
合
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
担
当
者
が
追
い
払
い
を
行
い
ま

す
。
実
施
期
間
は
11
月
30
日
㈪
ま
で
、
６

時
～
12
時
。
専
用
電
話
（
０
９
０
・
４
４

９
４
・
７
５
８
８
）
へ
。

問

農
林
課
（
☎
66
・
１
０
３
０
）

サ
ル
の
追
い
払
い
専
用
電
話

　

Ｊ
Ｒ
東
・
西
舞
鶴
駅
の
駐
輪
場
に
長
期

間
放
置
さ
れ
て
い
る
自
転
車
と
原
動
機
付

自
転
車
を
次
の
と
お
り
整
理
し
ま
す
。

❖
５
月
11
日
㈪
…
調
査
札
を
取
り
付
け

❖
５
月
19
日
㈫
…
注
意
札
を
取
り
付
け

❖
６
月
３
日
㈬
…
警
告
札
を
取
り
付
け

❖
６
月
11
日
㈭
…
警
告
札
付
き
自
転
車
な

ど
を
移
動

問

土
木
課
（
☎
66
・
１
０
５
３
）

市
営
駐
輪
場
の
放
置
自
転
車
を
整
理

際
は
、「
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
着
用
」「
防

水
パ
ッ
ク
に
入
れ
た
携
帯
電
話
の
携
行
」

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
事
故
が
発

生
し
た
と
き
や
事
故
を
目
撃
し
た
と
き
は

迷
わ
ず
・
素
早
く
「
１
１
８
番
」
へ
。

問

舞
鶴
海
上
保
安
部
（
☎
76
・
４
１
２
０
）

内

財
産
管
理
や
遺
産
相
続
、
遺
言
な
ど

対

高
齢
者
や
障
害
者
と
そ
の
家
族
定

先
着

３
人
申

５
月
８
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
高
齢

者
支
援
課
（
☎
66
・
１
０
１
８
）
へ
。
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ま
い

づ
る

メ
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、
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光
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▶
登

録
は

、
こ

ち
ら

の
コ

ー
ド

か
ら

　

　主に四国・九州・沖縄の海の近くの林内に生える落
葉高木。成長が早いので神社や学校などに植えられる。
　葉は２～３回羽

うじょうふくよう

状複葉で互生する。初夏、葉
ようえき

腋から
花序を出して淡紫色の花をたくさん付ける。
　名前の由来は、実が多く付くことから「千

せんだま

珠」また
は「千団子」からついたという説がある。「栴

センダン

檀は双
葉より馨

かんばし

」の「栴檀」は、この木ではなくビャクダン
科の香木ビャクダンのことである。
　暖地の木だが若狭湾周辺でも見ることができる。

【協力】瓜生勝朗　市文化財保護委員（植物分野）

まいづる花図鑑 105

【センダン】 （センダン科）
見ごろ 花期 ５～６月頃

生
せい か つ

活支
し

援
えん

相
そ う だ ん

談センター
をご利用ください

生活の悩みや経済的な困りごとを抱えておられる方… 困っているが、どこに相談すればよいか分からない方…
ひとりで悩まず、まずは生活支援相談センターにご相談ください。
相談支援員が個々の状況に合わせて、一緒に考えながら解決に向けてサポートしていきます。
なお、秘密・個人情報は厳守しますので、安心してご利用ください。
※事前にご予約いただければ、相談室（個室）を用意します。

生活困窮者自立支援制度

まずは、
 お電話を！

開設日時

月 ～ 金曜　９時～ 17 時
※土・日曜、祝日、年末年始は休み

場　　所

市役所　本館１階
「生活支援相談センター」

電　　話

0120 ‐ 294 ‐ 366
☎ 66 ‐ 5001　ＦＡＸ 62 ‐ 7957

子どもが自宅に引きこもっ
ていて、将来が不安…

仕事をしたいけど見つからない…

福祉の制度や手当て
のことを知りたい

借金などが原因で経済的に苦しい…

生活支援相談
　　　センター

受付

本館玄関

階段

相
談
室

出入口
出入口出入口

女
ト
イ
レ

男
ト
イ
レ

食堂

売店

宿日直室

身障者用
トイレ

市民ホール

階段

階段西口

エレベーター

授
乳
室

★

一緒に考えます！

ご相談ください !!

　経済的な困りごとを抱えている人を
対象に、家計見直しの専門家である
ファイナンシャルプランナーが家計に
ついての相談や家計管理のサポートを
行います。
　家計収支のバランスが取れない、一
定の収入があるのに生活が苦しいなど
の困りごとをお持ちの方は、ぜひご相
談ください。

ファイナンシャルプランナーによる
家計相談支援事業が始まります

別
館
へ


